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会報第 13号に寄せて

大平五郎

会報第 13号を乙乙 lζお尉けする。

例年会報を発刊する乙の時期は，私ども学校関係者にはもっとも忙がしい時期で，入学試験，

卒業，その他学年末の用事が山積していて毎日片付けるよりも増えてくる用事に気をもんでいる

うちに，いつか時の流れが全てを解決してくれるという奇妙な季節である。乙の忙がしい合聞に

いつも乙の欄を書いているのである。

今年もやはり例年ととくに変りはなかったがもう少しばかり用事が重なっていた。まず3月は

じめにオランダで‘の凪際学会で諮演をする乙とになっていた。そして 3月の終り頃の二日聞はス

イスでの国際鋳物技術委員会の執行委員会iζ出席する〈とになっていた。乙のひと月JC2回の外

国ゆきの合聞には例年通りの忙がしい毎日がはさまっていたのである。

いまは丁度，オランダから帰ったばかりのととろなので，その感想などを記してその貨を果し

たいと思う。

オランダの町を歩いていて気がついたのは，カメラ店．時計店．電気製品店などで並んでいる

品物の大部分が日本製品であり，町を走っているオートパイ．自動車も日本製がはなはだ多い乙

とであった。さらにデパートに入ってみると，驚いたととに衣料品までも，とくに高級衣料品の

部類lζは日本製品がインド製，ホンコン製，イタリヤ製と並んでかなりたくさん陳列してあった

のである。 EC諸国が日本を目の敵にしているのが何となく判る気持がした。乙れだけの日本製

品が外国に進出していながら，本家の日本ではさっぱり景気がよくならないのが何だか不思議な

気がした。どうも経済現象というものは大変復維なもののようである。

オランダという闘は人口密度は世界ーという乙とになっている。それにも拘らず通勤時間の電

車やパスでも悠々と坐っていける。乙れはオランダでは見渡す限りの平野続きで，全地域に均等

に人聞が住んでいるからであろう。日本では全地域の中で，ほんの海岸沿いにだけ人聞が密集し

ているので，列車で旅行しても至ると乙ろ山あり河あり，景色のよい乙とは世界ーかも知れない

が，乙と公害問題iζ関しては非常にきびしい条件lζ立たされる乙とになるわけである。

それだけに公告関係の設備などで相吋いいものもできている筈である。しかし乙れは逆にオラン

タ官ljからみると，乙んどは日本の公害関係の設備がどんどん入り込んでくるのではないかと悩み

の碕にしているようである。

オランダは日本と同じく，同としてはそう大きくないので産業の規模，形態などは大体日本と

似ている。だから似たような考えも出てくるわけで．乙の頃の公害問題や生産性の向上と関連し

て，鋳物工場がいぐっか協同して集団的な工場を建設し，その中心K大型の設備の充分ととの勺

たキユポラをおいて，各社で溶湯を分け合って生産したらどうだろうというような考えが，かな
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りの実現性をもって調査研究されている。オランダの鋳物技術センターでは中小企業の鋳物工場

のかかえている諸問題に対して，かなり精力的にかつ現場的iζ取組んでいる模様であった。

鋳物工場の不振はいずれの国でも同様であるが，西欧諸国はもともと成長の度合が日本のよう

にめざましくなかったので，外来者の自にはそれほどの不況という印象は得られなかった。

油に対する依存度は日本とくらべてずっと小さい筈であるが，西欧人通有のケチ根性には徹して

いるので，資源を大切にする風潮はいろいろな態度に現われていた。それにしても悠々としたは

たらきぶりはやはり西欧人の「生きかたJの本質にもとづくものであろうか。

あくせくと働いていて，しかも中々との不況から銭けきれない日本，そ乙には何か本筋と違う

ものがあるのではなかろうか。あるいは世界の中の一環としての立場からどうにもならないもの

があるのではなかろうか。

現在の不況の設は大学にまでおしよせてきて，卒業生の就職でさえ思うようにはb、かなくなっ

てきた。会社を選ぶどとろか選ぶ会社もない者も出て来たという事実は我々としてはどうにもな

らないととであるが憂慮に堪えない。

一刻も早く ζの不況から脱してみんなで力いっぱい働ける日のくるととを切に祈るものである。

（日本鋳物協会東北支部長，東北大学教授〉

大平支部長CIATF委員に就任

太平支部長は本年 1月より，鋳物技術に関する世界の最高権威機関であるCIATF 

（国際鋳物技術委員会）の執行委員に就任されるととになった。

との委員会の正式名称は Comi te International de Associations 

Techniques de Fonderi eで，事務局をチューリッヒK置いている。乙の委員

会は 8人の委員より構成きれ，現在は英・米・仏・独・伊・日・ソ・ユーゴより選出され

ている。委員の任期は7年で， 4年自に副会長 5年目ll会長の職務K就かれるとと

になっている。

太平支部長は日本で始めての委員であり，御活騒がWJ待されている。
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鋳造工場の管理T

1 まえがき

石油危機以来、繁栄をつづけてきた日本経済も

大き く変動し、 原材料の輸入、加工という材料消

費加工形の産業構造から、加工度の高い知識集約

形の産業構造へと転換を凶ろうとしている。 この

よう な中で鋳物工業も、産業後械、自動弘鉄鋼、

建設機械などの需要部門の影響をうけ、 49年以

降需要は下降の一途をたどり、その底は見えたと

いうものの、まことにきびしい状況であります。

また一方需要動向とは別に、 長期的には鋳物用資

源、の不足に加え、 銑鉄、コークス、砂類等主要材

料及び賃金の高股、公害、環境問題も今後更にき

びしく なることが予想され、jlj物工業の進むべき

方向に、 いろいろな意味での反省の機会を与えて

くれた。本日は特に鋳造工場の管理面について、

今後特に強化する必要があると考えている二三の

問題について述べる。

2 鋳物工業をとりま く環境

2-1 外部環境

1) 需要構造の変化

2) 需要者要望の変化

企業鏡争の激化

技術革新テンポの加速化

需要の多様化

若年労働者の減少

7) 物価、賃金の上昇

8) 公昔、深境問題

資師、エネルギー問閥

10) jfil耳長施策物

（株）三如鈴足j所社長牛 山 五 介

2- 2 内部環境

1) 低生産性

2) 低資本、低装備率

3) 投資効率の低下

技術開発能力の不足

小規模、過当競争形

6) 科学的管理能力不足

作業環境

8) 労働時間短縮、労働力不足

9) 特殊技術者、銭能者不足

下請的性格

後処理工程の省力化

12) 二直体制lのおくれ

非量産鋳物への対処のおくれ

2- 3 アメリカ鋳物工業の問題点

フア γドリー誌がアメリカ鋳物工業の問題点を

業者にアンケート調査した結果を表一5に示すが、

日本の場合と類似している。

3 鋳造工場の管理

3ー1 損益分岐点の管理

日本経済新聞の調べによると、製造業の平均的

損益分岐点は、 トソレショγクの影響で企業業績が

落ちこんだ46年度は売上げに対し85. 7 %、

4 8年度80%、 50年度は一部上場 55 4社平

均が、前年度よ り8.7 %上昇し、 94. 9 %となり、

三社に一社が 10 0 %以上となり危険水減に達し

た。しかし全部の企業の損益分岐点が上昇したわ

けでな く、史上段I切の利益をal・上した企柴も多』、、

損括分岐点が低〈利益を計七した企業は、(1）独自

の製品念特っている (2)111金が少い 切払術力が

優れているところである。

r 1111 r.11 s1 ，.，・lO川l411 ,l~Jじ x_gfs+火 川大づい時前倒＇.／，！＿t
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鋳造工場の管理の基本は損益分岐点の管理で、

利益、固定費、変動費を管理することであり、こ

こから人、物、設備、資金、製品等総ての管理目

標が設定され、管理される。特に低成長時代には

損益分岐点の管理が最大の課題である。

3-2 asの管理
鋳造工場を合理化し、効率化するには、 3Sを

徹底して実施することである。ここでのasは、
全工程の (1）単純化（劫標準化（3）専門化であり、

物の生産には極めて大切な事で、百も承知な事柄

である。しかし実際に現場に入って見ると必ずし

も満足すべき状態となっていない。時にはこの 3

Sを、日本人の会議における特徴とされている。

(1) S 1 e e p i n g (2) Sm i l e (3) S i I e n c eと

考え違いをしているのではないかと思われる工場

もある。

生産工場における 3Sは

(1）単純化 組織、レイアウト、作業方法、

(2）標準化

（＠専門化

設備等

作業方法、設備工具、手続等

製品別、作業方式別等であり、

その実態は時と共に変化し、また工場によって、

その内容も異るが、今後3Sの管理は一段と強化

することが大切であろう。

3-3 生産技術管理

生産技術の急速なる進歩発展と社会環境の大き

な変化に伴い、これ等の技術を生産現場へ移行す

るには従来にも増して、総合的な管理調整が必要

である。それは科学技術の急速なる発展のため、

それ等の技術の将来展望と社会環境の変化が充分

配慮されたものでなければならないからである。

そして管理のねらいとするところは (1）資金の効

率化（2）資源エネルギーの効率化（3）労働の効率

化と人間性 (4）社会との調和である。

生産技術管理は

り 生産手段の管理 設備工具、環境、公

害

2) 生産体系の管理 レイアウ人生産手

-4-

段の剖合せ

3) 生産方法の管理 生産手順、稼働率、

労働効率、資材エネ

ルギー効率

などのそれぞれを管問する。

4 鋳造技術者と IE 

4-1 鋳造技術者

今年の労働白書によると 1.0 0 0人以上の企業

規模の工場で 46万人、全労働者の 7%が50～ 

5 4才で、 10年後には 12%程度にm大し、欧
米で 40年かかったものが、我闘では今後 10年

で欧米以上の高齢化が進み、終身雇用、年功序列

賃金の日本的雇用慣行を長所とばかりいっておら

れないであろう。

大卒者の男子比率は数年にして欧米を抜き世界

ーとなる。しかも日米を比較すると高年齢府大卒

者の管理的職業従事者は、日本は米国の三倍にも

達している。このことは大卒者が企業に入り、管

理職として昇進して行くという我国の隠用慣行を

反映している。しかし今後益々増大する大卒告を

考えると、従来の慣行にこだわらず大ー字者の職場

を拡大する必要があり、企業は新しい時代にふさ

わしい高度の専門技術者を求めており、この方向

に進むことが大切であろう。ー方最近における急

激な鋳造業界の変革は、多種類の専門職を必要と

し、生産性の向上には技術的応用と技術的改革が

求められ、しかもこれ等を総合的にコ γ トロール

する事の心要性がますます高まっているo

従来多くの鋳造工場はライ γ部門とスタップ部

門との関係が不明確で、ライン部門に多くの技術

者が投入され、ライ γ部門で生産、試験、研究が

行われ、技術者個々にも平均的な技術レベルのも

のが養成されていた。これも過去のように鋳物が

比較的単純な技術と工程によって生産されていた

時代はよいが、今日のように科学技術の急速なる

発展と社会環境の変化が激しく、ー方需要家の要

望も益々多様化する時代にあっては、多種類の技

術の組合せと、それの高度な管理技術によってこ

そ効率的な生産が可能であるo今後鋳造工場はラ



イン部門とスタッフ部門を明確にし、ライン部門

は出来るだけ簡素化し、ライン部門は与えられた

設備、人、作業方式で最大の効果を発揮出来るソ

フトウエアの開発に専念し、一方久タツフ部門に

は高度の専門技術者を配置し、ハードウエアの開

発に勤めることが大切である。

4-2 IE 

低成長の省資源、省エネルギー、省力化時代に．．

おける鋳造工場の中心的存在の一つ、それは IE 

技術者でなかろうか、アメリカ IE 協会の報告に

よると、アメリカにおける IE銭術者は、全技術

者の6%を占めており、工場における人、物、そ

して設備の完全なシステムの設計、改善が主任務

とされている。アメリカのある広告に、近代的な

鋳造設備で操業している世界でも最も大きな‘農機

具生産企業が、企業に役立つ者として IE技術者

をあげ、 I E技術者が強力なるリーダーシツプの

資格と生産に興味を持っているならば、価値ある

職業として生活を享受できるであろうと述べ、 I 

E技術者の任務は (1）生産過程や操業方法の評価

(2）生産資材の評価 (3）設備工具の改善 (4）人の効

果的利用 (5）標準の設定 (6）コスト解折 (7）操業

計画や設計などと述べている。日本の鋳造工場も

I E技術者を積極的に養成し、 IE手法を駆使し

て、新しい時代にふさわしい鋳造工場の近代化を

進めることが重要である。

5 まとめ

鋳造工場の管理について二三の問題を述べたが、

今後の業界を展望するとき、高度成長時代とは異

った観点に立って管理することが大切である。例

えば原価構成一つをとっても大きく変っており、

管理項目それぞれの重要性も大きく変っている。

筆者は本年甲子園で展開された高校野球が、低成

長時代の方向を示しているように思う。本年好成

績を残した高校は先づデフェンスを固め、一二の

スタープレイヤーに頼ることなく、一丸となって

攻めて勝っている。鋳造工場のデフェγスの固め

方は、それぞれの企業により異るが、管理的手法

を取り入れることがその一つであろう。

また中小企業にとっては、ヵ γ＝ングの技術が

極めて大切と思う。カンニングについては大部分

の方が学生時代には経験しており、学校等の試験

では禁止されている。しかし社会ではプロ野球の

サイ γのカンュ γグに始り、この上手下手が企業

の発展に大きな影響を及ぼしている。ここでのカ

ンニングは決してものまねではなく、ものまねで

は駄目で、それは応用の技術であり、このような

カンニングのできる企業体質をつくることが大切

である。

先般或る経営者から、世の中には不況はない、

不況とは企業格差の大きくなる時期を一般の人が、

不況と称するのだと聞かされ、それは管理のブ'ji_t

によってどうにでもなるのだ、従ってそれぞれの

企業で、何をどう管理するかを決めて管理するこ

とが繁栄への道であると教えられた。
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参考資料

表－ 1 鋳鉄鋳物需要部門別生産量

製 品 .BIJ 4 8 年量
生産

4 9 年量
生産

5 0 盆年
生産

産業機械器具用 1,027,475 925,008 553,963 

土木建設・鉱山機械用 92,908 81,971 55,924 

金属工作・加工機械用 213,009 170,340 92,626 

ロ ー Fレ 用 99,599 99,828 76,304 

繊維機械器具用 117,580 102,563 46,786 

鋳型・鋳型定盤用 1,298,706 1,190,24 9 871,961 

農機具・漁具用 5 7,1 3 9 80,725 64,161 

電気機器・通信機器用 172,741 155,346 86,957 

自 動 車 用 1,319,757 1,237,356 1,215,470 

鉄産業車両・自転車用
道用

73,490 90,670 59,296 

港湾・船舶用 140,280 154,9 4 7 121,126 

日 用 品 用 95,529 8 2.1 21 61,463 

そ の 他 用 2 4 8,4 1 6 256,723 185,384 

Aロ』 計
4,956,629 4,627,847 3.4 9 1,4 21 

(1,175) 
(520,681) (638,140) (500,356) 

従事業業所員 1 (1名，50以0下〉の 379,000 310,000 159,000 

メロ』 計 5,335,629 4,9 3 7,8 4 7 3,650,421 
(2,6 7 5) 

(5. 60,476) (676,485) (5 2 2.0 1 0) 

く単位：トシ、カツコ内は生産金額、単位は百万円〉

-6-
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表一2 鋳鉄鋳物地域別生産比率

( 4 9年度〉

オヒ 海 道 0.5 

m オt 3.0 

東 尽 3 2.7 

東海北陸 2 4.9 

近 畿 1 8.0 

中 国 1 2.5 

四 同 0.9 

九 州1 7.4 

メ口』 2十 100 



表－ 3 鋳鉄鋳物生産性

物的生産性（1人1ヶ月当り〉

年度 I381 39 I 40 I 41 I 42 I 43 I 44 I 45 I 46 I 47 I 48 I 49 I so 
生産性，t> I 2. o I 2. 4 I 2. 2 I 2. 7 I 3. 3 I 3. s I 3. 8 I 4. 2 I 3. 7 I 4. 1 I s. 1 I 4. 9 f 4. 4 
〈注〉 機械統計から算出

附加価値生産性

年 度 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 

鋳鉄鋳物 776 784 905 930 1,068 1,368 1,520 1,752 2.047 1,865 2.539 3,751 

機械工業平均 一 945 1,000 1,559 IJ48 1,451 1,652 1,990 2,260 2,299 2.450 3,145 

製造業平均 785 798 918 1,005 1,074 1,274 1.484 1,736 1,978 2,199 2,591 3,205 

〈注〉 中小企業経営指標より

主要国における物的生産性（1973年〉

国 名
企業数 生産量 従業員数 トンノペ月・人 〈年トン〉

〈約〉 千トン 千人 生産性 1企業当り

日 本 3,000 4,956 7 3.1 5.7 約 1,7 O 0 

ア メ リ カ 1,476 15,557 13 7.8 9.4 II 11,000 

イ ギ リ ス 791 3,238 8 5.5 3.2 // 4,000 

フ フ γ ス 425 2,454 6 4.9 3.2 ，， 6,000 

西 ド イ ツ 582 3,920 10 4.7 3.1 ,, 6,500 

〈注〉 日本企業数中 19人以下が約 1,200あり、これを除くと 1企業当り約2,700トンとなる。

表－ 4 鋳鉄鋳物全生産量に占める内製比率

年 度 I 38 I 39 I 40 I 41 I 421 43 I 44 I 45 I 46 I 47 t 48 I 49 I 50 

比 率 (h} I 3 0. 61 3 2. 4 I 3州 34.01 3 3.21 3 3.8 I 3 s.31 3 3.8 I 3 7.5 I 3 8.8 I 3川 37.5141.4 

アメリカの内製比率

年 度 1965 66 67 68 69 71 72 75 

比 率 6哲 42 44 44 43 43 41 I 48 

しOS山 E叫規制ヒ
〈注〉 西独の内製比率 7 1年 25.7% 

7 3年 28.5% 

-7-
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1 9 7 5年アメリカにおける鋳物工業

の問題点 。~＆Tァ γヶート調査〉

表－ 5
鋳物工業の財政性能8 

6' 
利

益

率

%
2 

1964 1971 

使用されたドル資本に対する版売ドルは
1965～1971年間に 20%減少

1970 1969 1968 1967 1966 1965 

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
U
 

D
O
S
S
A
2
b
 

n
L
噌

A
唱

A

1

－－
A

1

・

使
用
さ
れ
た
資
本
ド
ル

販
売
・
ド
ル

1974年

82% 

7 6 // 

5 6 II 

5 2 // 

51 // 

3 9 II 

4 4 // 

4 // 

1975年

71% 

6 7 // 

もτ／／

4 8 I/ 

3 8 11 

3 6 11 

31 11 

8 // 

原材料価格上昇

緒資材不足

労務費上昇

安全衛生問題

労働力不足

公害問題

生産能力不足

品質保証

1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 

貧弱な財政性能が鋳物工業を特色づけた。

投資効率低下くアメリカの例〉

売上高

固定費

変動

t 
分岐点売上高

図－ 1

費

用

-8-
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図－ 3 経営に対する IEと他の分野との関係

今日のIEは技術的分野に生理学及社会学的な知識を加えて理解しなければならない。

提供 Courtesy McGraw-HiLL Book Co.New York 

-9-
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九‘ーー円ーーー一一一宇守・ーー一

ー般教養の年

一学年

と二学年

三学年

四学年

工業管理システム工学課程の年代順のフローチャート

｜基礎工学 ｜ 
初級 ｜ 

I Eに対する基礎分野

確率 溶接 製品設計 動作・時間調査

統計 鋳造 機械設計 労働測定

計画 機械加工 工場レイアウト データ処理

最善策 工具工学 配置システム 人間工学

専門的技術選択分野

「一
製造科学｜ ｜管理幻テム｜ F問工学
材料配合

材料運搬及び機械工具

工業の自動化

鋳造

人材管理

人間関係

人間の要素

商業工学

ぷz』茸 ~t点十叫

生産管理

在庫管理

品質管理

図ー 4 ベンシルパニア大学の工業管理システム工学部の 4年間のカリキユラム〈課程〉

(Benjamin W.Ni ebe l部長の案による。〉
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極微量硫黄含有溶湯による球状黒鉛鋳鉄の製造

新日本型鉄株）釜石製鉄所

釜石研究所課長工博千 田 昭 ~'* 

1. まえがき

持設のけnに及：ます町民のt巴符については， i主米から
多くの研究がなされており，その報告も多い. ／.止jff，と

くにその製造が盛んになり，一般化してきたといわれる

球状烈鉛鋳鉄の分野では．：込鉛の球状化を日rよ：する元宗
主して，まず引1にあげなければならないのほMt武であ

ろう．マグネシウム，セリウムおよびカルシウムなどの

いわゆる見鉛を球状化させる効力をもった元京は．いず

れも強力な脱硫力を共通してもっており，実際に球状！込

鉛鋳鉄を製造する際．これらえぷの添加により著しい脱

硫現象が起乙ることもよく知られている．従って溶渇中

に合有される硫黄の量によって， !1＇，鉛球状化Ji;f~の有効

添加批が／i:iiされ，乙れが球状黒鉛鋳鉄製造の際の鋳造

方策や製品の，tl'H也氏・に大きく影押してくることになる．

そこで，球状黒鉛鋳鉄を製造するに際して，溶拐の中！と

合有される硫黄の抵を栂！支に低下させて，その硫化物が

ほとんど肝ti＼しないようにした初代．件られる鋳鉄の諸

十！：：ITも花来のものとほ異な勺たものとなることが予想さ

れる．ここでば鋳鉄総；訪中の硫黄がほとんど｛t有されな

い状態にある抗渇を使用して球状黒鉛持欽を製造・する技

術について，淀明を加えて行きたい．

2. 黒鉛球状化に及ぼす硫黄の影響

!J.!.ii}を球状化させる主な元本である Mg,CeやCaな

どばSとの親fn/Jがきわめて大きく．いずれも強い脱硫

力をもつので，！品iaの球状化に(fryく力を MgSとか CaS

り＇l:.1戊にそがれてしまうので， Wi弘中のSはできるだけ
少ない}jがよいとされている. jfil·.：~~，守有される Sfil (O. 

020～0.030"6）のii~i誌に児鈴球状化処JIitする場介，少な

表 1 S添加溶銑に Mg処理した場合のSillの変化と

Mg含有量と黒鉛組織との関係

Mg 介添：，t加前の,iJi.:H話口－ s 
Mg iおりil!it i Mg 添加および0.4°6Si ~t間後の成分〔06〕｜

：ι鉛制it品
お ） 1 C.°6J I C I Si I S I M g I 
一一一一一一一－－ー←ー一一一一一一ー一一一 一一→ーー一一一一

10 (0.020) * 0.75 3.97 2.19 0.013 i 0.072 i E鰍

11 (0.020) * 0.75 3.59 2.26 0.012 I 0.067 球状

30 0.0-19 0.8 3.93 2.18 0.029 I 球状寸少量tj・状

31 0.078 0.8 3.97 2.17 0.026 0.026 ) 球状＋少量n－~＂
32 0.149 0,8 3.9-t 2.24 0.048 ) こん跡 ！ ！；－状

33 0.178 0.8 4.02 2.13 0.06-t ! こん説、 ）；・4｝ミ

34 0.085 I 0.8および0.7 3.98 2.06 0.015 : 0.067 fま~J~
・ー

35 0.090 ,0.80.7および0.7, 3.91 2.35 0.008 [ 0.122 J;H/よ

※ 本協会Jl1議員，東北支部理札悶鋳鉄部会主査 ＊ 硫化鉄を加えない

-11 -
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同
J
F
U

0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 
予賓匂るたi－璽，X 

Ca-Si ff公民r-rにおけるr;,i介f•j）時hi

説的ほと引税強さとのl屯f(,

，、

70 
N 
~ e 60 
＼ 
口、
"" 50 

1々40
持4
＂＇、
話po
N') 

20 

10 

0 

0 

状化元来の有効I立を減ずることであり.w：材料の前此含
有量が低ければ低いほどこの；りJ県がr,'しいことが，れよ：，

に推測される．乙のほか，＇..IJJ'l,}%1！！；が変化するのは浴場

と！込鉛との聞の界面エネルギーのや動！こ起因しており，

乙の｛砲がある臨界値以上では球状になり ， 硫1ilが＇.~＇，鉛に

吸告されると界illiエネルギーが減少し，ぬ・界／i1＇（）；，下 では

j干状になるという説3,4)があり，これによれば，wlt占tの
許容虫にもある臨界i也があると考えることができる．

Morroghらs-nは， Ce添加により球状！.C'S{i鋳鉄を製

造する際， 硫黄の~；f容限界他は0. 02096 であると してお

り，丸山間土ら町は，ti.ill;位キュポラi容協を CaSi十Mg

F，または CaF2処理して，引mi,'11さと残留硫黄:fitとの閃

lふを；l,¥'Jベて．図1のような奇.＇i日：ををII＼し，{if,（此1,1:の.if・r.

1浪!fl.lずiを Ca処泡！の14,；合とleit浜に0.020 foであるとして
いる守 したがってlh＇，鉛持こはfl:. !I.品則告 J る fJ~ . iii 川 eI aに；τ

まれるwk此<i）品l訂正いほどよいという ことがいえる．そ
乙でー；rn・らIt.l;'.r UUHr r.tがト レ－ 7 1 況い宮北.~）；オー 1・ H：に

して銑鉄中の!il.t.sY(W:ひいてはこの銑鉄をJIJし、て件られた

rr;m, 11 のr~tJl'i のMIJ1!.U鉛J,P,状化処理のiJJ生なら びに処rn
r灸の日前十l：自にどのような彩刊を及川すかについてH!.. ・Iし
fょ削．

t<l 

くとも Mgならば0.0496以上，また Caであれば 0.02

m以上の添加を要する．しかし乙れらの元系の溶協にお
ける歩留まりはきわめて低いので，添加I批も倍以上とな

る．溶汲中にS訟が多い場合Iζは，！従fv;i.lζ符j資される量

だけ黒鉛球状化元来を多いめに加えれば良いわけである

が，乙れは経済的にも，技術的にみても1n1:mが多い．

尼崎汚土日｛立it1立ーの黒鉛球状化IC.対する影等専について

調べるために溶銑の Si量を羽5さしたスウェーデン銑lζ

硫化鉄を加えて硫黄量を変えて検討した主！rm.表1に示
すような硫黄量の変化と MgイげTfil:と黒鉛組絵との関

係を出している．表からみてわかるように硫京ーを添加し

ない場合には残留Mg0.067～0.072 96および残留硫黄

0.012～0.01396で完全に黒鉛は球状化するが，Mg処l:ll

前の硫黄誌は増加して！H鉛球状化は更にわるくなり，税

貿0.1」9.?6および0.17896では残千百Mgはいずれもζん跡

で残留硫黄位は多くいずれも）古・状認‘鉛組織である．しか

しMg処理的の0.085～0.090% Sの裕銑にそれぞれMg

添加量をl.596および2.296と増したJ;＼合はそれぞれ残留

Mg0.067 96および0.12296で残留硫業ー0.01596および

0 .0089ぎとなり黒鉛は完全に球状化し，残部 Mgが多い

ほど硫黄i立が少なくなる． 乙れらの私f.!l』より原料銑のよ.l~

鉛を完全に球状化するlζ必要な最低残留Mg品が0.0596

以上の場合には残留続賞品はいずれも約0.01596以下と

いう乙とになり，Mgの残留品が0.05%以下の場合には

残留される硫黄・:W:が多くなり，硫黄晶はm鉛の球状化iζ
対して．行先／Jな残留Mg誌を減ずるのでわるい影鰐を及

lますととになるわけで，硫黄訟はなるべく低いブJがよい．

低硫黄溶湯での黒鉛球状化処理

前述のよう1r,tJi欽における思鉛の球状化IC:Xtして，
1 ~影純血のt出い;Jじ」ょと し "C.Mt~＇lがあげられるわけで，
瓜制球状化仰！として Mg, Co, Cu など会JIIいるが，こ

れらの兄治Iiいずれむ強力な 脱硫）Jをもっており， ζ 

れらの;c ＇.；~のi.r;加により符しい脱硫現f袋がむ；ζ る目 乙

のことから， r1<， ，~ ！！.t.tn ’ 1 : 11究 l ’ ~Jするri1.rn札のf1 .JIJIよ ！J＼鉛工R

3. 
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)l］＇.、プニi（［料；入｝）；、の｛じ’・；：auぷを表2に示した．
この）1；（料銑は，工史的に製造され，－i1rn民されている釜

{j低f'.U•'tグクタ イルJlJ銑欽（E.F. I.J銑） と比校mとし

てはJ町並のグクタイル用銑（G.H.K.L銑）である．議

2における銑欽rj1の珪出品0.08～0.90;'6程度のE.F.G.

およびH銑のグループと ζれらよりも珪采誌のおし、1.80

～2.00?6の犯聞の I.J.KおよびL銑について，f:'.：貨誌

の五；による ；，l~始球状化i危 ならこFに機ほ的ぷ験を行っ

た．

これらの原料銑をJ!iいて Mg合会 (Fe-SHv1g (l 

t'(J 2 ！日jf;J：）：状化指と＇.＼lgi:手/.nl!ilとの関係

096）） をMgif; fJIJiii:O .15?6. 0. 13＇.弘 0.11忽，0.09;'6.

0.07.%. 0.0596および0.03.%添加し．フォスフォライザ

一法で I.JOO。C の温度で：H鉛球状化処理を行い JISA 
号Yプロックlζ鋳込んで，顕微鏡組絞をt&察するととも

に機械的tt目をしらベた．図2Iこ各硫黄ー合有£lにおける
Mg 添加症と .'J.~鉛球状化第との凶係を示した10） . ζ の

図から， Mg添加品がyい場伶に｛：；：，ti:鉄中のE立政止
によって以鉛の球状化率にはあまり変わりがみられない

が，千千iffiに添加されるMgのEの約￥.！ (0.0796Mg ）以

下でIi，硫黄位によってかなりの孟・が出ており，0.0596

Mg添加の場合，磁波£］：0.00596と0.0019ぢのものでは球

状化率81Q6程度であるのに対し，r：：賞品0.013?6.0.036 
?6の山いものでは，同じl'vlgi引用品では 2096以下の：.1.1.
t；｝球状化不で，ほとんど烈ぬの球状化がみられない．ζ
の乙とからも！込書f}の球状化lこ｛手続賞品が相当影響すると

とがわかる．表3にMg添加J:!il:を変えた窃合の顕伐伎で

組織綬察した粘・;,Jミを，また図31こ銑鉄1pのliiit'.t立会有訟のも
っとも｛ほし、0.001%Sの銑鉄IにMg添加祉を変えて処理

した鋳鉄の顕微鏡組織について，さらに図 4Iζ｛:t.各供試

銑鉄（I.J.K.L, E.F.GおよびH銑） に対してMg~1JII

表 3 黒鉛主主状化処理鋳鉄の顕微鏡組織 （鋳造のまま）
・、

‘：・欽~g~b.、~）、;J:～i 
一一一一

0.15 0.07 0.05 0.03 

E I Gs ( Gs (90）十P十F(35) Gs (S5)+P+F(10) Gs (20)+P+F(10) 

F 11 (95) 11 （」0) II (90) II (30) グ（85) ，， (15) グ（10) 』防 (5) 

G ”（95) ，， (40) グ （85) II (30) " (17) ，， (10) // ( 5) ，， ( 5) 

ll • (88) ，， (,10〕 ダ（77) It (30) ’（ 8) ，， (JO〕 " ( 3) ，， (3) 

Gs (95); P牛F(SO) Gs (90)-,-P+F(70) Gs (80）十P+F(70) G, (lO)+P+F (30) 
" rnoJ " くお0) グ く9口〉 ，， く80) ”（，U) ， (7日〉 • ( 5ラ . く30)
II (DO) II (80) II (85) ，， (70) グ （65) ρ (65) H 〔0) 』』 (20) 

し W く85) ,, く60) " (50) ，， (70) " (33) II (GS) II ( 0) ，， (10) 

GR：！日制球状化，利用） P：パーライト而的中（00) F：フェライトUrih¥;,t,¥(96)

Mg 0.15九 Mg 0.07?6 Mg 0.055i, !¥lg 0. 0390 

ト1 J :VI gff' Jn1 :,tを主＝えた＂l0の低弘前銑戸.f·担mr~状！I.＼ ；［；的れのVJ!~， I占軒，~i (" 100・泌）
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銑鉄I

Y.J!f.'I Mg 0.0519ぢ

銑鉄E

残留 Mg0.049?6 

銑鉄J

波宮lMg 0.048_:>o 

銑 $1,F 

残伺 Mg0.044?6 

銑鉄K

波宮IMg 0. 037，ぢ

銑鉄G

技官1Mg 0.034fo 

主主 鉄L

政WIMg o. 017?!, 

肉 4 Mg合金（Mgとして0.07$添加〉処P.l!!t状J且鈴鋳鉄の矧微鏡級店員

Y.J! WI Mg 0. 019?6 

（パOOv%,lO 

五iを0.0796と一定にした場合の級織を示した． 表4Iζは
これらの試料について．引sn強さ，｛1¥1ぴ，硬度および後I
蚊｛1盗などの織械f向性質を調ベた給対比が示される．表3お

よび表4，図3と図4などからみて，黒鉛球状化処理i去

の機械的十I:買は顕微鏡組織とよく対応しており，%鉛の

球状化が良好なほど機械的性質がibJ上しているととがわ

かる．

従－＊・3・通用いられているグクタイル用銀：欽を使用し
て球状黒鉛鋳鉄を製造する際， 黒鉛球状化剤としての

Mg作企をMgとして0.1596程度佼用していたが，Mg

0.1596処理の初代の黒鉛球状化率ならびに機械的性質

とほぼ同等の他を幻るために低硫黄銑鉄を使用すれば，

Mg 0.07；ち添加でじゅうぶんであり，通常添加世の約%

程度のMgの使用で足り，！ぷ鉛球状化1'11の使用品が少な

ければ球状瓜鉛鋳鉄製造の際lζ発生するドロスや引けも

少なく，以li'fu渉留まりも向上し，経済的な商ばかりでな

く，実際作業簡でもその効果がきわめて大きいものとい

える．図5はMg添加Eを少品の0.077ぢ処理した球状黒
鉛鋭欽について， シャ Jレピー衝~試験を行った結果を表

4のなかから布11111して図示したものであるが，硫黄担の

王手品な 0.00596程度以下の銑鉄f会場をf-R状化処J'llしたも
のはi/.f}j＇.｛しのままでも相、可正れ、It/［がねられ，ー｜分初日’i：の

あるiii欽が得られていることがわかる．

乙のように硫黄；＇t行fiJ:の極めて低い原料銑をJTIいて屯

気；炉的解した依iL｝は，非常に有mn：のあるものといえ
る．

4. 低硫黄溶湯を得るための方法とその応用

f存湯中の硫黄を除去する，いわゆる!l世Mt法l:t，今ni

で，数多くの方法がmいられている．たとえばli世Mt斉I］と
してソーダ灰，カルシウムカーバイド， ？グオ・シウムペワ

を添加，強；lirJWH半あるいは明射する方法がとられてい

る．ζれらの方法については一自2化されたものでありこ

乙では行略する．

こ ζでは. ~微量の硫黄しか；：；まれない治協をiリるた

めに l限の特殊アークカ；11～13）をJIJいて球状！1¥f{¥i)jjJ:、を

製造している実例についてと，ハンガリーにおゆる低！，従

業合有鋳鉄の製造！ζ関する純H';・Wを紹介したい．

4. 1 特殊アーク炉

-14ー



表 4 黒鉛球状化処理鋳鉄の機械的性質（鋳造のまま）

λMg  ~2~fill 0.15 I I 
向i~両日rl子賊！｛申び｜硬度｜街撃他 I史s長強｜｛申び｜硬度｜衝撃値I~sr· 

抗欽 ＼｜（民／2)I c箔） I CHs) 1c明話）le~払 I C%) I CHs) 1c明主）｜（弘d（労） I (HB) I〔匙号

~1 ~~ ~(1 [~ ~~ :!! ~~ ] ~ ~, 
（~：~強 li~9：－~1百 一＝述続…るこの際一極直下I I lとあらかじめ形成されている主としてライムからなる塩

mm2)l 70 I /cmり 基性鉱物届に向かつて発生しており，アークによって瞬

E 

F

G

H

 

J 
K 

L 

E 

F 

G 

H 

J 
K 

L 

＊標点外破断

400 
同

ε 
lJ 

＼ 

写300 
j' 

帽、F
掛200

・割

、宇

100 

0 
0 0.005 0.010 0.01~ 0.020 0.025 0.030 0.凶50.040 

挽鉄中S聖， k

t,l'.I 5 銑鉄中のS合,H!itと球状化処問後の筒電車≪iとの関係

(Mg0.07%処J!I!.持政し）

( i ) ti'i総Ji法
乙の）Ji.去は一般的にはJt;i基性アーク炉を用いて，すべ

ての溶解原料がアークによって溶解されるようなスラッ

ク＇J＆を通過させて粕練するのが主原理である．乙の方法

の概要を説明すると，

黒鉛屯極の外悶をチップ状の被溶解原料でおおい，原

料が電極下端付近で逐次溶解されるにしたがい降下して

ので， 0.1mmφ 程度のものが多数存在している． 乙の

ように細桂化されると総表面積.ESは粧の直径dをゼロ

l乙近づける乙とにより， .ES=_!_・K,d→0, .ES→∞ 
d 

(Kは比例定数〉の関係から無限大IC近づく乙とになり

反応速度に有利になるであろうし，電極付近の雰囲気は

C Oガスが多く溶湯の脱酸IC寄与すると考えられるし．

アークより発生するプラズマによる発生機の炭来，カル

シウムなどの生成による高度な精練作用も当然行われる

であろう．またスラッグ庖の上で溶解が行われるため，

溶解後スラッグ屈を通過する乙とになり，スラッグと溶

滴との接触面積が大となり，精錬作用がより効率的に行

われる．加えて溶滴はアーク衝撃で撹持と細分化が促進

されてその効果を高める．スラック’は電極から離れた位

置では粘性が高く，精練された溶湯が未溶解の地金lζ接

触するのをしゃ断している．乙のようにして得られた溶

湯は硫黄および酸素含有量についてもそれぞれ 0.003%

および lOppm以下であり，出銑樋上で温度も 1,650～
1,750。Cと尚い．原料としては主として鋳鉄ダライを使
用している．

(ii) 溶解方法

図Bは前項で述べた電極先端付近における状況を想定

した断面図である．連続的iζ炉内に装入された鋳鉄ダラ

イがアークによって溶解され， I稲荷は電極直下Iζあらか
じめ形成されているスラッグを通過して溺だまり部にた

まり連続的lζ出銑する．

-15 -
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<tP店、耐火玖

国 6 電極先摺付近の.m定断面図

厚手．料

4；許壁

スラク酒

造識だ.J.リ

閏 7 炉体側面および原斜袋入状況

図7は炉壁の形状およびダライ粉の裳入状況を示す．

乙の方法は原料そのものが，ふたおよび炉壁の役割を果

たすようになっており，特別に酎熱構造となっていな

い．したがって操業中電極先端は常IC適当量の原料iとよ

りおおわれている乙とが必要であろう．

国 8 溶解炉の正面

可後’1-na

問 9 湾解炉の ;y.・商

(iii) 溶解装置

図8および図9にこの溶解炉の正而図および平ffiil?lを

示した．乙の炉体は原料談入l二l以外は街｜泊されており，

ダクトを通して集じん装置に述絡されているので，扮じ

んや煙は外部にもれない.m悩ホールダ一部以外！シドパt
部がないので操業が安全である．史に， jffiffi, 同｛料配

合．装入および出銑まで自動化されており述続操業が1J

能である． 1tの溶j易を述続的に得るための主要li;Uji.

位は．

電力消費量：600～630kW 

電極消費量： 3～4kg 
図10は炉の側而図で．図11はマグネットコンベアの略

幅二：；以

同 10 溶解炉の側面

内
’U

＼
 

d
司
a

，、
制
＼

J ／水平コン々？
原料1,6.・1分，t装置

原料タラィ

原糾装入バケット

＼永久マクネット

同 11 マグネットヲ Y ベア

図である．図10をみてもわかるように炉体は電極部など

にくらべて小さい．とれば溶協をためるためのものでは

なくて，溶解のみを目的としているためであり， :l)iの修

理は下部炉体を引きHIし，溶解のたびに内販りだけをは

がして除去する．また図11のマグネットコンベアば変述

機で速度調繋ができ．原料の置の淵棋と非鉄分などの分

離を同時！こ行う．

(iv) 前i易の性状と応用例

一般に用いられている球状黒鉛鋳鉄の製造法とこの特

殊アーク炉で得られた出湯を処理した場合について比較

すると図121こ示すようになる．この｜吋からみて特殊アー

ク炉溶解は非常に大きなメリットをもたらす乙とがはっ

きりしている．

-16 -
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, I ー終的NtiWi去」〉治 ；日 ！ 日 0.03-0.10% 1－→ 球状化処捜 Mg添加盛大 ｜ 
I_ 02 hl:so～lOOppm j ↓ ｜  
一一一一一一_J 脱硫 ｜ 

d）従ってチル化傾

向が少ない．

e）機披的性質lとす

ぐれ， 特｛ζ耐

熱．酎食性がよ
（ドロス，内引けが発生1 ｜ 
センターシリンケージ1 ' 

鋳造事・憎まり低い

！｜特殊アーク炉溶解法←〉制！ S抵 00附以下｜ー→球状化処理 Mg添加量微小

り切削性が良い．

g）質量効果が少な
一一一一一一－ ; 02泣 IOppm以下 I J 

｜ （ドロス，内引け発生なし〉

鋳ii1忠明まり向上
」一一

悶 12 一般的溶解法による湾沿と特殊アーク炉沼渇との性状比純

h）鋳造欠陥の発生

が少なく，鋳造

歩間まりが向上

このような溶解で得られた溶拐の性状としては． する．

a) Sおよひ・02合有量が極めて低く，それぞれ0.003 ' i ) i＇容湯温度がi勾く， j見V.tれがよく.i持ざめがおそいな
q6, 10 ppm以下である．その分肝！自の1例を示す ど鈍造作業が2予易である．

と表5のようになる．

表 5 溶湯の化学組成

試料~：~i&% j C I Si I s ｜い
K - I 

2 4.05 1.72 0.003 7 

3 3.93 1.76 0.003 9 

4 3.94 ・ 1.75 0.003 9 

5 3.92 2.66 0.002 7 

6 3.92 2.59 0.002 8 

b）黒鉛球状化能がすぐれており元湯で球状化処理前

ですでに鮭球状思鉛が約3割程度も占めており，極

めて小量の球状化剤でフェイデング現象のきわめて

少ない良質・の球状黒鉛鋳鉄がねられる．

c）フェライト化しやすい．

特徴造里民方策 一般的なia＇＼＇！方策

問 13 ロープホの i虫剤 1i 案

-17 -

乙のようにすぐれた性状をもっ溶拐を用いて球状以鉛

~w鉄を盟造した例についてふれると

a）ロープ阜の製造問

図13に示される造型方案を採用して，見切り線を肉厚

部の中央におき，角部には丸味をつけて，鋭角部を残さ

ないようにして，たとえパリを生じてもクラックが発生

しないようにしてある．図14は海上起重機船用大型ロー
プ車（右〉と陸上用旋回クレーン小型ロープ車（左）の

写真である．

b）その他の応用例

砕石機械用プーリー，線材引抜き機用水冷ローラー

カップリング材．薄板用コイルスペーサーなどに応

用されており，鋳造・tド留まりも押湯などがきわめて小さ

いため90労以上の高い偵を示している．

(v）特殊アーク炉に対する所見

乙のアーク炉で得られた溶湯を処理して球状黒鉛鋳鉄

を製造し，この鋳鉄がヒケ巣がない理由としては以下の

ことが考えられる．

a）溶湯中のSおよびOaが極め

て低いので球状化剤が少量ですむ．

b）高度に精練された溶湯である

ので不純物の存在が少ないので，元

湯の黒鉛が一部披球状化している．

C) /1j湯温度前jくドロスが発生し

にくいのでCE値を高くする乙とが

できる．

d）酸系合有量が低いので溶滴が

酸化されないので Si02の懸濁現象

が少ない．

4. 2 低硫黄溶渇を得るハンガリ

ーの方法制

図15はキュポラ溶湯を前炉へ入る

iJ1HI＼銑樋に湯だまりを設けてポーラ



図 14 ロープ時I

関 15 E見縫袋訟
I.キ昌ポラ． 2. llli完ロ． 3 脱Eまi措だまり．
4. m炉 5.脱Ell剤ホッパー． 6 吹き込みガスだまり，
7.ポーラスプラグ

j
 

rH引
u
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L
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トド，，、J
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山
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A 

日

関 16 脱縫湯だまり

スプラグ法で強制脱硫する装iuであり，図16はil，＇；だまり
$を鉱kして図示したものである． 脱日fii~J と しては Ca

C2の粉または頼粒状で位皮術！氏は表Bのようになって

いる．

Ca C2はさきぷのような不活性ガスをキャ リヤーガスに

して0.17ぢ程度添加されるが，l悦E定例0.08% S程度のも

のが0.003～0.00696S程度！こなり，紙めて！脱硫効率もよ

く極微量硫黄の依iあが簡単1:::1~られ， 球~R;H鉛幼鉄もド

ロスの少ない；j主mまりの俊れた製品が得られるとしてお
り，硫黄の微量しか合有されておらない的湯のすぐれた

ヱ』ι

表 6 吹き込み CaC2のを立度構成

サイズ mm l oc:-

> 1.4 1 10～ 17 

1.-1～ 1.0 28～ 30 

1.0③ ～ 0.63 I 18～ 20 

0.63～o.32 I 1s～ 21 
0.32～ 0.2 8～ 10 

0.2～0.1 I 5.5～6.0 

0.1～0.06 

< 0.06 
1.7～2.0 

0.5～0.9 

性質を評価している．なおこのポーラスプラク九まは特に

新しい方法ではないが，キュポラIζ付属させ.）収鍋にポ

ーラスプラグをI引.j・(-jる一般的なブ＇ii.tiとよらず，i弘だま

りを設けてある点が特色といえばいえる．

5. むすびにかえて

以上治協中lζ現業分がほとんど含有されていない状態

のものを川いて球状~1-1，鉛鋳鉄を製造することによ り ， す

ぐれた製品がj！｝られるばかりでなく，「ドJ附H事前f’kなど
にも極めて有利である乙とを克例を示しながら既iillし

f二．

ER状黒鉛鈴欽の製造が一般化している裂tE，より，：・：jl![

な要求に対応、できなければならず，乙の和iがその芯：味で

お役IC立てばと願っている．
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随想
室蘭工業大学教授 ※ 

工博井川克也

東北支部創立 25周年に寄せて

昭和 26年9月30日東北支部が創立されて今年で25年，そのお祝いが10月24・25の両日秋

田市で行われました。私もその講演会，祝賀会，見学会に参加させていただき懐しい皆様方と喜

びを共にできました乙とを以く御礼申し上げます。

昭和 26年といえば財閥解体で日本製鉄が富士と八曜に分れた翌年で，日本の組鋼年産額は

500万トンと， 敗戦の痛手からようやく立直り戦中の生産量lζ復活した頃でした。その後昭和

48年の石油ショックまでは日本工業の未曽有の高度成長が続き，組鋼の年産額は実に 1億託児。

万トンlζ達しました。しかしとのような異常に急速な成長は無限に続くわけのものではなく，公

害の発生で内側から 石油ショックで外側からプレーキがかかり，昭和49年には 1億 1000万ト

ンと生産量が低下しました。

組鋼生産鼠で見てきましたが工業全体も大体そのような経過でしょうから鋳物工業に関しても

同じ乙とが言えるでしょう。 25年間のうち 22年間は高度成長時代でその後の3年聞がその反省

JUJと言えましょう。しかしζれは日本全体として言える乙とで東北や北海道については必ずしも

同じではありません。つぎの表を見て下さい。全国地方別の工業出向額の割合です。

表・地域別工業出荷額の構成比(96)

昭和45年度 昭和60年度予恕

全 国 100 100 

.:lt. 海 道 2.2 4.0～4.5 
東 北 4.6 8～9 
関 東 内陣 6.8 9.5程度

関 東臨海 29.6 1 9～2 1 
東 if言 16. 6 16.5程度

.:lt. 陪 2.4 2.75～3 
近 畿内 F羊． 3. 7 5程度

近 綾臨海 19.1 1 3～14.5 
l-U 陰． 0.5 0. 75～ 

陽 6. 9 7科度

問 悶 2.6 3.0～ 3.5 
九 列1 5.0 8～ 9 

※ 本協会評議員，北海道支部理事（元東北支部理事）
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日本の三大工業地帯である関東臨海，東海，近畿臨海地帯で 65.396, 山陽，四同，九州を含

めた太平洋ベルト地帯で実iζ8096を占めています。

乙れに対して面積では我国の 43.296を占める東北・北海道は合計しても 6.896の工業出荷額に

過ぎません。どうやら高度成長は東北・北海道をおいてけぼりにしたようです。したがってその

プレーキは主として三大工業地帯に強く働き，政府の昭和 60年度予想はこの地併の構成比は低

下し，その他の地方で逆iζ増加するとされています。

そのような趨勢は青森県のむつ小川原開発，北海道の苫小牧東部開発，九州南端の志布志向岸

開発の三大計画となって，それぞれの地区の住民から「スモッグの下のビフテキJはとりどり，

むしろ「宵空の下の梅干Jの方が良いと手厳しい反対を受けています。つまり乙れからの地域開

発はいかにあるべきか，住民本位，人間本位の開発とは何かが悶われています。

今後の何年かは，吾々工業人はーーとくに乙れから開発の余地を充分に持っている東北・北海

道の工業界ではとの問題を見事に解決して「青空の下でビフテキJを食べる時代を実現したいも

のです。秋田の大会で太平先生も御挨拶の中で，乙れからは「人間性にもとづいた工業」を考え

る必要があると話しておられました。したがって鋳物の世界でもとの乙とは大切で，東北支部の

活動の中で真剣な討議が行われ模範答案が出されるよう期待しております。また，秋田の会場で

年に一度ぐらいは北海道の会員とも一緒K膝を交えて鋳物を語り合おうではないかと有難いお話

もありました。是非，東北・北海道の支部会員が一緒に手を取り合って，乙れからのむずかしい

工業界をもり立てて行きたいものと念願しております。

( s. 5 1. 1 2. 2 1 ) 
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介紹場エ

岩手鋳機工業株式会社

常務取締役生産技術部長采

佐藤幹寿

地在所

本社及び羽田工場

岩手県水沢市羽田町字宝生 80の1

01972 (4) 2121 

水沢工場

忠手県水沢市字桜屋敷西 97

電話

01972 (3) 3274・（3)2817 

東京出強所

東京都文京区根津2丁目 35番 10号

電話

0645 ( 828) 03 電話

昭和 16年9月26日

本会社は昭和 10年2月26日工業組合法により設立したる岩手南部鋳造・工業ー組合

を昭和 16年9月26日有限会社岩手鋳機工業協会に改組，同 24年2月26日岩手鋳機

工業株式会社に組織変更したるものである。

資本総額

主

創立年月日

会社の概要

(1) 会社構成

① 

2. 

2,500万円

112名

9名

忠男

数

員数

会社代表者 菊地

会社構成の特性

②

③

④

⑤

⑥

 

株

役

東北支部評議員，同鋳鉄部会委員
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｛イ）株主は会社従業員である乙と。

（ロ）資本労働経営をーっとした働らく者総てが資本家であり経営者であると共に労働者

であり，各自が自分の事業と心得自否自励就業する様な組織である乙と。

(2) 会社の事業

① 目的事業

（イ）産業車輔並びに産業機械の製造販売及修理加工

（ロ）普通鋳鉄，ダクタイル鋳鉄製品の製造阪売

（ハ）官需品輸出品の受注製作

（ニ）工芸鉄器水道部品及びガス器具製品製造販売

②主要なる製品納入先

ロペ7
ロロ -t:I 納入先

産業機械器具部品 側目立製作所

位機具部品

トキコ側

佐藤造機仙台工場

佐々木農機側

スター良機側

側共立

鋳鉄工芸品

ti ス

水 道

③会社経歴

昭和 10年

昭和 16年

昭和 21年

昭和 22年

昭和 23年

昭和 24年

昭和 28年

昭和 29年

昭和 31年

昭和 32年

器 具

部品

岩手南部鋳造工業組合創立。

有限会社岩手鋳機工業協会創立。

岩手県指定工場となる。

岩手県鋳物工業協同組合加入。

岩手県機械金属協同組合加入。

白心可鍛鋳鉄の試作研究開始。

岩手鋳機工業株式会社に組織変更する。

株式会社日立製作所川崎工場の協力工場となる。

以後側目立製作所各工場の受注開拓をはかり協力工場となる。

水沢鋳物工業協同組合加入。

胸目立製作所多賀工場の協力工場となるo

無災害記録第6種達成。

労働大臣進歩賞受賞する。

熱管理指定工場iζ指定される。
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昭和 38年

昭和 39年

昭和 40年

昭和 41年

昭和 42年

昭和 44年

昭和 45年

昭和 46年

昭和 49年

昭和 50年

3. 生産規模

名 称、

本社羽田工場

東京出張所

水沢工場鋳造部

，， 機械部

4. 生産設備

設備 名

。モールデングマシン

。サンドミル

資本金2.500万円K増資する。

水沢工場操業開始する。受註量の増大と羽田工場lζ散在する工場の

合理化をはかるため水沢市桜屋敷に鋳物工場850坪と従業員宿舎を

建設操業開始。

日本水道協会検査工場の承認を受ける。

ダクタイル鋳鉄の製造開始。

JAF Dライン完成

シェルモールド鋳物の製造開始。

水沢工場機械工場操業開始する。

日本鋳物協会東北支部鋳鉄部会加入。

創立30周年を迎える。

FM M造型ライン及砂処理プラント増設。

佐藤造機側の協力工場として納期確保と加工技術の改善による品質

向上等の功績に対し表彰を受ける。

建物面積

2. 846 77l 

4111l 

5, 11 7 77l 

l,81177l 

能力 台数

F 1 18 

4 

。ショットタンプラスト 5 

。コンプレッサー 15 IP 

20/P 

50 IP 2 

100 IP 

。送風機 10伊 2 

20 IP 

30 IP 2 

。砂処理プラント 6 tパ時

30 tパ時
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。JAF  D造型設備

oFM M造型設備

。シェルマシン

。コアノックアウト

。ハンガープラスト

。クレーン

。砂試験機

。CEメーター

。万能試験機

。フライス盤

。横中グリ盤

。NC旋盤

。ポール盤

。クレーン

0，，.丈ピコン

。タレット旋盤

4. 従業員数

3 t 

式

1

1

5

1

1

2

1

1

1

9

1

1

U

2

3

3

 

2.8 t 

5 IP 

羽 田工場 75名

水沢工場 l 14~内機械工 30 名〉

5. 生産能力

羽 回 工場 1 0 0 t ( F C D 50 t • F C 50 t ) 

水沢工場 3 5 0 t 

6. 生産管理体制の概要

当社の生産状況としては産業機械部品8596，工芸鉄器 1596の割合で生産して居り，尚材

質面の管理を徹底させるためF020以上の普通鋳鉄は水沢工場で生産し，ダクタイル鋳鉄は羽

田工場第 1鋳造部で生産し，工芸鉄器及びFClO程度の機械部品は羽田工場商品事業部で生産

し，材質別に完全分離して生産を行っている。

①普通鋳鉄の生産状況

主体生産品目としてはべピコン部品（シリンダー，クランクケース及びプーリー等）とト

ラクタ一部品（ミッションケース，クラッチハウジング及びリフトケース等）を生産しその

他工作機械ポンプケーシング等を生産している。材質的にはFC25,80必， FC20,20 96 

の割合であるためCE値と炉前強制チルテストに作り材質管理を行いそれぞれの材質別に配

湯する。此の場合問題となるととは，造型方式別文材質別に配湯しなければならないのでど

うしても湯待ち時闘が生じ，設備の稼働率が低下するととになる。従って設備の 10096稼働
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がl羽i1tとなっている呪状であるため今後の課題として設備毎の稼働率アyプのための対策が

必笠とされる。

② グクタ イル鋳鉄の生,m状況

キュポラ溶解Iζイ去るダクタイ ル鋳鉄の生産は厨：

相111¥J/垣があると8れているが当字！としてはFCD40 

1立び FCD45を主体として現在月産50tの生産を

行っている。 生陀品討としてはJ;~業機械部品継手額

以び往来随械部品を生沌している。 ER状化処.Pl1は

球化剤 1.7 s:ちで1fil｝脱硫処恕を行っている。

① 当社としての今後の問題.B

1iiLiiliした如く設備の稼働率を挙げるための方策

として，キュポラ伐・業だけでなくキュポラと保持

炉の併用lζ依り ，裕湯配湯の合理化を検i社中であ

る。 尚，今後のダク タイJレ鋳鉄の生産iζは屯気炉

(C.依る生産を検討中である。

;J<沢工it｝全長

FM Mライン

「

D
円
ノ
u

JAF Dライン



昭和51年各県鋳物ニュース

本県の業界は 8月末から 9月にかけて多少景気回復のきざしが見えたかに，恩われたがその後落

込み，昨年来の受注誠，値崩れ，原材料の値上が引き続く多難な年であった。

乙うした状況下でダクタイル鋳鉄の製造を開始した工場，あるいは有機系白磁性鋳型の導入を

はかるための実験，準備中の工場など活路を見つけだすための努力の目立った年でもあった。

〈育機試エユース〉

1. 講習会

現場人のための第6回鋳造技術講習会

テーマ

(1) ダクタイル鋳鉄の生型造型について

(2) キュポラ溶湯によるダクタイル鋳鉄の製造について

(3) 鋳鉄の発展と今後の動向

講師

日本高周被鋼業側

岩手製鉄側

東北大学工学部

日時

昭和51年7月26日

場所

青森県八戸合同庁舎会議室

出席者

宏

一

郎

保

業

五

藤

原

平

進

川

大

51 名

2. 巡回指導

対象業種

対象地区

指導項目

時期

鋳物工業（銑鉄 21社，鋳鋼 1社）

八戸・青森・弘前

不良欠陥防止対策

7月～8月

（青森機試，機械金属課長新山公義記）
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｜岩手県｜

（概況）

昭和51年の本県鋳物業界は前年の不況のどん底から立ち直りを示し，明るさを見せました。

機械鋳物業界は全般的iζ受注量が増加しましたが，原材料高iとよるコストアップを製品価格に

乗せられず収益率は低下の傾向を示しました。

なかでも構造改善事業re乗り生産規模の拡大を図った企業は，自動造型ラインに適した形状，

ロット数の受注量を確保する乙とが難しく，また受注単価も安く，投資効果が挙らず，厳しい環

境lζ立たされました。

一方，工芸鋳物業界は，前年末の受注増の傾向を引きついで，順調に推移しましたが，他産地

発展途上国との競合は相変らず続いて，市場価格の混迷を招きまして，機械鋳物業界と同様re,

操業度の向上にもかからず，収益iζ結びつかない状況となりました。

乙の様な状況のなかで，昭和49年から行なっている，伝産法に基づく，南部鉄器の伝統技術後

継者養成研修は，盛岡・水沢両地区で行われており，その成果が期待されております。

また，水沢鋳物工業協同組合の鉄瓶分科会が中心となり，丸善とタイアップで，全国主要都市

6ケ所で，焼型鉄器を中心iζ展示会を行いましたが，時代の流れでしょうか，非常に好評で，ヤ

ング厨にも関心をもたれたという乙とは今後の産地の方向を考える上K，注目されるととと恩わ

れます。

従来の伝統技術を活かしながら，新しい技術を加えて，新しい製品を作るため努力している昨

今です。

（人事消息〉

南部釜師 鈴木盛久氏は， 11月15日，逝去されました。乙〉に生前の数々の功績をしのぶと

ともに，深く哀悼の意を表する次第です。

（設備の新増設）

昭和51年lζ設備を導入した企業

水沢鋳工所 自硬性鋳型ライン新設

（講習会，研修〉

期日

昭和51年

3月12日

テーマ 講宇師

乙れからの鋳物工場のあり方

綜合鋳物センター専務理事 鹿取一男
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・．量

昭和51年

9月27日

昭和51年

12月21日

〈巡回伎術指導〉

指導企業

指導員

日時

（工鉱＝ユース〉

ア 一 ．マ

多種少量生産品の鋳仕上合理化の実例

側コヤマ開発課長

産業構造の変化と鋳物工業

明治学院大学教授

フラン法を中心としたとれからの造型法

株肢術事務所FEC 

Vプロセス鋳造技術について

新東工業KKVプロ部長

7企業

名古屋工業技術試験所太田英明

昭和51年 12月6日～9日

日本自転車振興会の補助を受け次の設備を設置しました。

Vプロ造型設備一式 （新東工業〉

走査型電子顕微鏡 （目立製作所〉

国庫補助，技術開発費補助金を受け次の設備を設置しました。

N C旋盤（適応制御装置付） （池貝鉄工所）

講 師

徳武英男

磯部浩

石井久治

三浦 孝

（岩手工試，機械金属部長 栃内淳志記）

｜秋田県｜

昭和51年度も昨年，一昨年につづく不況の年でありました。年前半にはいく分回復のきざしが

見えたかに感んぜられましたが夏以降はまた中だるみとなり明るい展望がひらけませんでした。

乙のため県内銑鉄鋳物企業は勿論鋳鋼企業においても深刻な影響を受けており，大巾な減産と単

価の切り下げで急場を凌ぎ，適当競争による受注確保K奔走している。

各企業とも現在との不況から早急K脱出できる希望はほとんどなく，政府の不況対策iζ僅かに

期待をつないでいるのが現状です。
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銑鉄鋳物企業においては，昭和48年に比較して，従業員数lとおいて20～30箔，生産量において

30～5096夫々誠少しており鋳鋼企業についても同様であります。

また鋳鋼工場一社が東洋パルプの倒産の影響を受けましたが，その影響は余り大きくなかった

乙とは不幸中の幸いでありました。

業界における設備投資は依然として低調であり設備を新・増設した企業はなく，ひたすら景気

の回復を待っているのが実状であります。

上述の様なきびしい不況のさ中に鋳造業界の大きな行事として，東北支部大会が10月秋田市に

おいて開催されましたが，東北各県の皆さんが不況下にもかかわらず，多数御参加下され，盛会

組iζ終了できました事は，地元担当県の主催者の一員として本当に感謝いたしております。太平

支部長はじめ支部役員の方々及び大会に参加された皆様に厚く御礼申し上げます。

〈秋田工試，場長補佐 石垣良之記〉

1. 懇話会エユース

(1) 経営講習会の開催

テーマ：銑鉄鋳物製造業界の現状と見通し

講師：制日本鋳物工業会 専務理事国友謀了

日時：昭和51年 2月27日

場所：勾当台会館

(2) 工場見学会

会員企業ら一行15名は，昭和51年11月12日・ 13日の両日にわたり， 株式会社常磐製作

所及び株式会社丸一顧業所を訪れ工場見学を行なった。

2. 研究会ニユース

技術討論会の開催

テーマ：無機自硬性鋳型砂の生型生質に与える影響

講師；宮城県工業技術センター 菅野 昭

テーマ： C02型について

講師：金属材料技術研究所

金属加工研究部長 牧口利貞

日時：昭和51年10月5日

場所：宮城県工業技術センター
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3. 人事消息

昭和51年 4月：多賀城製鋼株式会社社長に関 秀夫氏就任

昭和51年 6月：株式会社須田鉄工所社長に須田長一郎氏就任

4. 工技ニュース

(1) 昭和50年度国庫補助事業「鋳物工場からの産業廃棄物の処理及び有効利用に関する研究」

が完了し，それの成果普及を行なった。なお引き続き昭和51年度県単独研究として検訪中。

(2) 昭和51年度中小企業庁の補助金による技術情報活動が開始し，工業技術情報誌の発行を

行なっている。

(3) 人事異動

昭和51年 4月 1日 金属科長 青嶋 勇

（宮城工技荒砥孝二記）

｜山形県｜

1. 県内鋳物業界の動向

鋳物業界は，全国的iζ長期の不況に見舞われているが，本県の場合もその例外ではない。

その稼働率の面で昭和48～49年のピーク時に比して，今年初め頃の時点では約50~ちの水準 iζ あ

ったが，最近になってようやく受注も増加し， 70～80%台K回復しようとした。然し今年末期

になっても，依然混迷を続けている現状で各業界にとっては，きびしい状況にある。乙う云う

中で非鉄鋳物団地の13社の建設が10月から始まり本年3月までの完成をめどに大変な意気込み

をみせているo

2. 研究会だより

51年度の鋳物研究会の活動状況は

① 運営委員会の開催

1月8日， 7月2日， 8月24日の3回

②総会 7月11日（於北部公民館〉

③講習会 1月18日（於寿々喜そばや〉

「鋳造業の不況を乗切るためにJ

原因鋳造所 小玉久雄氏

7月11日（於北部公民館）

「低成長下の鋳物工業J

原因鋳造所 天口千代松氏
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3. 山エ試ニュース

①指導

イ） jf;回指導関係

3月22日～23日

3月24日～26日

アルミ精練業の公害巡回指導

講師 公害研田森氏

山工試職員

山形市鋳物企業9社の簡易指導

講師 山工試験員

8月3日～ 5日 山形市アルミ鋳物企業5社の一般巡回指導

講師 山工試験員

10月12日～14日 山形市鋳物企業9社の簡易巡回指導

講師 山工試験員

② 講習会関係

9月24日 業種別講習会（非鉄鋳物）

13:00～ 11:00 

「アルミ合金鋳造の塗型についてJ

3 0名

フォセコ・ジャノマンリミテッド

安藤忠通氏

「アルミ合金溶解時の問題点とフラックスの選択方法J

フォセコ・ジャJマンリミテッド

新谷俊彦氏

③試験・研究

51年度における主要研究事項は下記の通りである。

イ）金型鋳造技術の研究

金型鋳造機の導入をはかり被覆鋳造金型の応用化に関する研究

ロ）特殊合金鋳造技術の研究

クロム鋳鉄による白銑ボールの品質改良化のための研究

於山工試

（山形工試，企画室長 坂本道夫記〉

。県内の概況

前年よりはやや良くなったとは云えまだまだ深刻な不況が続いているようです。好況時1ζ蓄

積したものをすっかりはき出してしまってもう残りがありませんと云う所が大多数ではないで
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しょうか。ただ福島市内の脚福島製作所は例外で舶用油圧機械をフル生産しておりますので，

その下請関係は他の工場よりはや h楽の様です。

。盤備関係

50年7月から建設が始っていました東北三菱自動車部品側の鋳物工場がいよいよ完成を間近

に控えております。益岡課長のお話では52年3月頃から試運転lζ入り10月から稼動の予定との

事です。

笠原鋳物工場で公害防止のキユポラ用の築じん装置（パツグフィルター〉を設置しました。

その他の工場でも公害防止用の設備については夫々苦心をして対策を講じられている様です。

低成長下における設備対策として目立工機原町工場では鋳物設備の補修班を編成して（5名入

保守，修理に当っており，既存設備の改善，増設或は新ラインの設置も社内で設計，製作，設

置を行っております。そのメリットとして，メーカー価格よりもずっと安くできる事，修理の

必要が生じた時に直ちに修理ができる事等があります。メーカーに修理を依頼すると， 1日何

万円もの工賃をとられ，設備をとめる日数も長くなる等の損失が大変大きくなります。

。行 事（福島県鋳造技術研究会）

51年 1月 工場見学会，埼玉県松山市の脚東京鋳造所を見学し斉藤社長の講演を拝聴しま

した。

51年 3月 第17回相談室，於福島製鋼吾妻工場，テーマは「不良品の検討J講師は太平支

部長，福島製鋼渡辺部長，伊達製鋼水磯次長

51年 4月， 移動鋳物教室，於福工試，テーマ， 「溶解コストJ，講師，福工試，新村部長

51年 5月， 第四回相談室，於福工試，テーマ， f非鉄合金鋳物業界を考えるJ

51年 6月， 役員会，テーマ， 「定期総会議案」

51年 6月 第20回相談室於福工試，テーマ， 「今後の鋳鉄部会の活動を考える」

51年 7月 第9固定期総会於福工試

第 1回鋳造技術講習会於福工試

講師，東北大学大平教授，太洋鋳機 田村部長

51年 9月 工場見学会，於川口市鋳豊鋳工側及び古河市旭有機材工業制訴リ根工場

51年10月 第1回合同部会，於福工試

講演，ベントナイトと生型特性 福工試，大里研究員

水ガラス等粘結剤の再生処理 均玉工試，松村課長

51年11月 鋳造技術講習会〈鋳物センターと共催〉 於福工試

。わが鋳造工業の現状と問題について

。鋳仕上に関する諸問題

。鋳仕上をめぐる公害対策
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以上のほか， 7月の総会の翌日と10月の合同部会の翌日にゴルフコンペを開催いたしており

ます。

。人事消息

福島県鋳造技術研究会会長大木勲氏（福島製鋼勝地長）には昭和51年11月に勲4等瑞宝章を

受章されました。同氏は福鋳研発足以来10年聞にわたり会長を務められており，同研究会では

ささやかなお祝をいたしました。

。その他

暗いニュースとしては鋳鉄工場が1社倒産， 1社廃業，東洋パルプの倒産の影響が鋳鋼2社

に来ております。明るいニュースではロストワックスの会津精密が工場増設をして増産をする

との新聞報導がありました。

〈福島工試，機械金属部長新村好弘記〉

昭和51年度（支部創立25周年記念）
東北支部秋田大会諸行事報告

大会のアウトライン

昭和51年度の東北支部大会およびその関連諸行事は．支部創立25周年記念式典をも併せ

て昭和51年10月24日， 25日の両日にわたり，次の日程lとより秋田市において行われた。

10月24日（日〉 於秋田県労働福祉センター

10月25日〈月）

東北支部総会

東北支部創立25周年記念式典

技術講演会

役員会

ノマネルディスカッション

鋳機械展示会

懇親会

工場見学

側東北機械製作所，秋田ダクタイル鋳造附，秋田大学鉱山学部附属鉱業

博物館

本大会は支部創立25周年の記念大会として東北には縁の深い講師の方々の技術講演なども
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あり，例年lとなく寒さの早い秋田ではあったが120名を越える参加者があり，深刻な経済環境下

での技術革新への熱意がうかがわれた。

又，大平支部長が昭和51年から国際鋳物技術委員会の執行委員になる乙となどの朗報もあり

「鋳物の心Jを還しての東北地区の関係者の緋は一段と強いものになったようである。

会場等について不手際があったにもかかわらず，皆様の御協力により大過なくこの大会を終え

る乙との出来乙とについて文中をもかりで深甚なる謝意を表する。

昭和 51 年度東北支部総会

（司会石垣理事〉

昭和51年度東北支部総会は24日午前9時より労働福祉センタ一大ホールで行なわれた。

総会は大平支部長の挨拶によって開始され，次の議案説明・審議が行なわれ，いずれも原案通

り議決された。

昭和50年度事業報告（一部会報12号にけい載ずみ），昭和51年度事業計画（以上渡辺理事），

昭和50年度決算報告，会計監査報告（中村監事lζ代り柴田理事代読），昭和51年度収支予算｛案）

（以上藤田理事）

東北支部創立 25周年記念式典

（司会宇佐見理事）

総会につき続き同じ会場に於いて，大平支部長の挨拶にひきつづき下記のとおりそれぞれ感謝

状，表彰状及び記念品が贈呈された。

感謝状 宮原順一郎（秋田機械閥会長，前理事）

千代義教（前側常盤製作所常務取締役，前理事）

表彰状 佐藤幹寿（岩手県機脚，評議員〉

藤田昭夫（ C楠本山製作所，理事）

乙れに対し受賞者を代表して宮原／I寅一郎氏が謝辞を述べ，最後に来賓を代表して東北鉄鋼協議

会専務理事武田武氏からの祝辞があり，意差深い式典を終った。
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東 北 支部秋 田 大 必』
士z:.;:

総会および記念式典にひきつづき同じ会場iζ於いて支部大会が行なわれた。必本大会実行委員

長の挨拶iζ引きつづき，支部創立25周年を記念して東北支部には縁の深い次の三氏による£念

講演，及び記念講演の講師を含めた専門家によるパネJレディスカ ッションが行なわれた。

1. 技術講演会 （司会佐藤評議員）

「鋳鉄の破壊J室繭工業大学教綬工博井 川 克也

「低周波誘導溶解法の進歩」 広島大学工学部教授工fW 丸山益的i

「鋳造工場の管理」側三和鋳造所社長牛山五介

2. パネルディスカッション

新村好弘（福島工試），井川 克也（室l踊］工大）

丸山益輝（広品大）， 牛山五介（側三和鋳造）

伊藤公吉 （秋田大） ， 坂本道夫（山形工試）

渡辺 進（新東工業〉， 順 不同

以上7氏をノfネリス トとして，座長iζ新村氏を選ぴ「鋳造工場の公害について」をテー？｛（

ディスカッショ ンを行なった。

最初l乙新村座長より昭和51年環場白書の中の公害lζ関する国民意識等二三の関係事項に

ついての解説があり，続いてζの大会の直前lζ大会事務局lζよって行なわれた「鋳造工業の公

害関係アンケート調査（東北地区）」の集計結果が高橋氏（東北織械）によって発表された。

それによると各企業の公に対する害は法を満足しているが，企業問絡差もあり今後は内部の労

働衛生面での問題等もあり，一設備に限らず鋳造工場そのものが公害w;lであり，その対策が末

だ末だ充分ではなく又困簸な問題が多くあるとの説明があった。

その後あらかじめ提出された質問について提案者からの説明とそれに対しての講師，参加者か

らの意見が出され，阪めて熱心な講議が行なわれた。

白熱のパネルディスカッション

p
n
v
 

nペ
υ



役 員 会

支i沼u'f諸口， fll·JHえび大会役口による役目会が~食時を利用して同セ ンタ ー内の別室で行なわ

れた。

席上，太平支郎W:の忍I/iiζあたり，会主v-ぷ員，fll・Ji:からの記念品が秋田ダクタイル鋳造附小宅

恕・HからJ!自呈され， そして岩手f}.y機（附菊地理事が祝詞を述べられた。又新日鉄側千団理多から大

平支郊長が昭和51年から「国際鋳物技術蚕員会の執行委只lζなられるJとの東北支認としては

勿論，日本のVi造業界にとっても本当lζよろ乙ばしいニュースの発表があり， 安加者ー同支部長

lζ心からお祝詞を申 し上げた。

鋳機械展示会

I 0月24日一口限りではあったが，労働

福祉センタ ー内別会場で鋳段材関係9主｜：に

よる展示会が俄された。

今回は会場咋のllll合iζより区内を使用の

ため充分なスペースがとれず，見本等級入

悶:MEのためカタ ログ，ノマネJレミ干によるもの

が多かったが，休恕司：の時間を利用して多

くのは’下者ーがあり，後半iζはカタログを切

らしている会社もみられた。

懇親 会

祝詞を述べる菊地理事

盛況の鋳機械展示会

大会芸－，；/Jll毛'i・O）恕級会が24II 午後 5:00時より労働福祉センター 2階ホールlζ於いて昼間の行’F

会場とはうって変った袈いの中で開催された。

松木大会実行委n長，大平支部長の後拶にひきつづき柴田秋m産業労働郎長，須底秋田市産業
部長の祝詞があり ，大平支郎長が秋mを代表すを銘柄「1＼石市・；｝＜」の樽の鏡を:J;,Jられ，中間秋田県鋳
造工業会長の吃盃の音頭で恕親会lζ入った。
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午前・午後を通じての講演 ・討論からの開放，春秋を経ての再会，秋田美人のサービスによる

料理と酒，会場内iζ特設された味のコーナーなど時聞が経つにつれ会場の接聞気は絶頂l乙達した。

飲む人，食べる人，会う人，j吾る人，名残は尽きなかったが紋後lζ菊地理事の音頭で））＂才三唱が守

あってなどやかな懇親会を終えた。

「縛の鏡Jを割る大平支郎長 大阪いの恕親会

出席者 ：11 0名

座長：新村

講師：井川

丸山

牛山

伊藤

坂本

渡辺

（秋田県産業労働商工課参事佐藤毅記〕

秋田大会ノマネルディスカッショ ン議事録

「テーマJ鋳造工場の公害について
（鋳鉄鋳鋼部会合同）

好弘 （福島県工業試験場）

克也（室雌i工業大学工学部）

益師（広島大学工学部）

五介（附三和鋳造所）

公吉 （秋田大学鉱山学部）

道 夫（山形県立山形工業試験場）

進（新東工業側）

1. 座長挨拶要旨

公害防止は，我々鋳物工場における重要な課題であろう。米国のある工場では環境公害対策

の投資は，設備投資金体の509ちと言われている。参考までに昭和50年度の邸境白占（邸境庁）

によれば，資本金 l億円以上の企業の公害防止設備投資額は l兆I,7 83億円で全体の18.6必と

となっている。しかし， 51年度の計図では， 16.IS:ちになっている。乙れは製鉄所，火力発屯
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所等の公害対策が一巡したためであろう。

日本の場合の公害防止に対する設備投資の大きい業種は火力発電で，設備投資の4a2%が公

害防止に使用されているo。公害防止費用の売上原価にしめる割合
昭和40年 0.4 96 

昭和49年 3.0 96 

0 公害をうける国民の意識調査（総理府〉によれば

(1) 「公害を絶対許せないJと答えた人は

昭和41年8月

昭和50年 10月

M
m
M
m
 

8H6

・nu

勾

t

’i

n
r
u
R
d
 

. (2) 「公害防止の為め国民の負担増になってもやむをえないJと答えた人

昭和41年8月 40. 3 96 

昭和48年 10月 45. 2 96 

昭和50年 10月 35.5% 

のようになっているo 昭和50年10月の35.596と下っているのは不況の回復が遅れている

ためであるとされているo

公害防止に対する考え方は企業により若干の違いはあろうけれども，私があえて乙のよう

な乙とを申し上げるのは，鋳物業を営むためには最早や公害防止という乙とは避けて適られ

ない乙とを京知しながら，まだ「何んとかならんものか。 Jと思う方もあろうけれども，国

民の公害に対する意識が定着している乙とを認識し，前向きの公害対策iと努めて頂きたいた

めである。

2. アンケート調査結果

事務局アンケートまとめ報告（後掲〉

3. 質疑応答

大気関係

質問 開業者の煤煙の管理状態（定期検査等〉はどのようになっているかお聞かせ願いたし、。

回答 アーク炉より発生するばいじんは，集じん機の排出口でどの程度かを年一回測定してい

る。

水質関係

質問 湿度集じん機の排水処理について枕澱槽以外に簡便な処理方法はないものでしょうか。

回答 具体的な方法はないロサイクロン式集じん機の使用も良いだろう。しかしSSの量が多

くなる。
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質問 排水の自主管理についてどのようにしているか同業者の状態をお知らせ願いたb、
回答 湿式集じん機6基分を一括して，常時1名の人を配置し， 2日に l回真空脱水機により

脱水したものを産業廃物処理業者に処理させる。

水質成分については外部に依頼し分析している。

振動・騒音関係

質問 機械の振動が地面を伝って近くの住宅に達するという乙とが発生しておりますが，乙の

防止に成功した例がありましたら教えていただきたい。発生源が不明である。

回答振動の場合は規定以下の振動でも問題になるので発生源の不明の場合は，振動が生じて

いる建物の窓枠等について補強する乙とも効果がある。発生源の明確なものについては機械

の回転数を変更すれば良い場合もある。文周波数及び振動数を調査し一つ一つ防止していか

ないと，特定の機械の回転数を変えてもそれが他の機械との相乗的な効果iとより他に振動を

発生させる場合もあるので注意が必要である。

鋳物工場で一番振動の大きいものは，コンプレッサー，シェクアウトてシン，振動コンベ

ヤーで振動公害の発生源となる。

質問 比較的気温の低いとき（冬季，早朝など〉工場の窓ガラスがある周期で振動する乙とが

間々あるのですが，乙れはコンプレッサ一室から空気を伝ってくる振動によるものと考えら

れますが，その防止方法があれば教えて下さい。

回答 コンプレッサーと窓の距離が相当あれば空気という乙とは考えられずむしろ地面を伝わ

る振動であるという見方が正しいだろう。窓枠に補強して改善した例があるo気温は問題が

ない。コンプレッサーの排気は約20机以上の場合は問題でない。

質問 夜間操業の二直シフトにした場合集じん機の排風騒音のため21時頃までで中止せざる

を得ない。サイレンサーの取付け又は排風管出口の方向変更など考えているが，その外に方

法がありましたら教えていただきたい。 〈第三種区域〉モーター 55KW 

回答 0 排気管の向きを変える乙とにより 5ホン低下

0 吸音マフラーの取付 45～40ホン

0 ダクトを一部フレキシプルにする。

0 ファン外部を吸音カバーをする。 20ホン

0 モーターを吸音カバー取付 25ホン

以上のような方法で行なうと発生源で60～65ホン位低減出来るであろう。

産業廃棄物関係

質問 現在産業廃棄物として埋立廃棄している廃砂（ガス中子，集じん汚泥，主型砂〉の有効

利用について御意見を伺いたい。

発生直砂 300 t タ’スト 100 t 

汚泥 60 t スラグ 300 t 

計 760t 

回答 廃砂について各社廃棄処理をしていると聞いている。
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乙の有効利用については各研究部悶で研究している。ガス中子．自硬性砂等については再

利用が凶られ，すでにその装置も開発されて使用されている。

又埼玉県川口地区では中小企業向の装置も完成し稼動の状態にあると言われている。しか

しある程度の拡がなければならないu その他に移動式再生装置の開発iとより工場を巡回しな

がら再生しようとする構想もある。できるかり砂を廃棄しないで工場内でリサイクルして行・＼

くのが乙れからの鋳物工場の考え方になっている。今後廃棄処理をするにも場所の確保，費

用の増大で大きな問題がある。砂の場合は単なる回収ではなく再生利用が重要である。

各県の工業試験場が各種の技術情報を企業の方々に提供するために技術情報室があるので

利用した方が良い。科学技術文献速報環境公害編（科学術情報センター〉

公害防止技術リスト（中小企業振興事業団〉

中小企業海外技術情報（中小企業振興業業団〉

公設試験場文献抄録公害編

公害関係文献検索カード 4,700枚

中小企業公害防止改善実例集〈中小企業庁）

鋳造用資材，機械装置総覧〈総合鋳物センター〉

山形工業試験場における廃物砂の廃泥の有効利用について，昨年綜合鋳物センターの協力

で窯業部門で研究し，タイル，陶磁器の原料として使用するととを目標としている。とれは

廃泥の発生量が問題になり実用量産化は若干難しいようである。

次lζガス中子砂の再生による主型砂としての使用について研究したデータもありますので

希望の方は山形工業試験場に申し出ていただきたい。尚再生砂使用量は最大5096位である。

質問 産業廃棄物の他社の廃棄状態はどのようになっているか，又県内（秋田）の廃棄物処理

。
0

0

0

0

0

 

業者の状況についてお知らせ下さい。

回答 各社が自社用地iζ埋立処理をしているのが現状であり，運搬については処理業者（有資

格業者を指定） ＇ζ実施させている。秋田県内には専門業者は無い。
作業環境関係

質問 当社では最近従業員（労組）より，作業環境の改善要求が多くなっております。当証で

は今後約3年位の計画で，高熱．粉じん，騒音の対策をしていきたいと考えておりますので

基本的な考え方，メーカーの選定等でど助言をお願い致しますo

環境問題は非常に重要な問題であるo古い物を改善するというととは簡単に出来ないの

で部分的におさえて行くより方法がない。

現在の科学技術で鋳物工場の環境作りは出来るが，コストと環境と世の中の進歩とローリ

ングしながら改善していく以外にない。

従って，その工場のウィークポインの所から一つづっ改善していく事であるu

労働安全衛生法通りに尊守する乙とは非常に困難であるが．困難だからやらなくても良いと

いう事でなく，そのような乙とは許されなくなるのだという事を積極的fC，前向にお互いに

回答
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質問 工業専用地であり，かつ敷地が広い関係で公害上の問題はないが，作業環境上より有機

自硬性〈リノキュア〉の造型及び鋳込後の臭気防止対策して良策はないか。

回答最初から臭いというものを絶対に出してはいけないという考えでレアウトすれば方法は

あるが，後から乙れを対策しようとするから大変な乙とになる。従って，臭でも音でも最

初からだめなんだという考え方で対策しなければならない。特iζ臭の場合はいかに少ない

風量で捕集して，作業している人に影響を与えないようにするかという乙とで臭の処理は簡

単であり，最初の基本的な考え方が最も重要である。新しいプロセス導入時にどう環境を保

持していくかがポイントになる。

質問 公害問題とは直接関連しないが，鋳仕上工場における研削盤〈スインググラインダー〉

による粉じんの集じん方法の良効果例についてo

回答 可動範囲が大きくない場合はサイドフッド方式を採用すると良くないか，他にキャノピ

タイプフッド方式もあるo いずれにしても発生源で捕集するという乙とを基本的に考えるべ

きである。

質問 当社級規模における先進対策工場の公害防止設備と効果の実績等について知りたい。又

いかなる点をポイントとして具体策を考えればよいか。

回答主としてアーク炉でいうと，設備の概要は4トンアーク炉2基，乾式集じん即日必

で2基の炉から集じんしている場合は 風量的に若干不足である。そして02吹精の場合は

全く不足であるので対策としてパグフィルター圧損を 120務水柱以下として，能力アップは

プロワーの回転数をアップするととで若干改善が出来る。

質問 鋳物工場（鋳鉄キュポラ溶解）における労働安全衛生法特別化学物質障害予防規則のマ

ンガン及びその化合物の測定義務についてo

回答鋳物工場のマンガンは六価ではない。しかし公害担当者は法K忠実であり，そのような

指導をするのである。神奈川県の場合でキュポラのNOxが問題となり，ある量で抑制しなさい

というが，実際に抑制する方法がない。

具体例で申しますと，県の公害室と直通の連絡で毎日のNOxを測定し， 1年間のデータで

見ても非常に少ない事が明確になった。普通操業で15～20PPMであった0 .従ってとのよう

な少ない設備を規制しても意味がないということで，昭和51年から除外していただいた。

乙の問題は，組合等共同でデータを整理して対象から除外する方法が良策である。

S0x総量規制等の場合も共同でデータを採用し，整理して対応すべきである。

参考までに調査結果について（20社のデータ）

キュポラのSの配分率平均値

溶湯 50～60 96 

スラグ 10～30% 

ダスト 5～10% 

排ガス 15～20 96 （乾式）

5～10 % （湿式〉
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l売Af物の指定されるものについては，適正な分析lとより組成を測定してデータを発恋してお

くことが必裂である。

北海道の例

！五品県の{91]

工業試験場が中心になって共同で調査している。

商工会議所の中iζ産学協同恕談会を作り 公害専門部会による企業の担当

者が大学の先生lζ問題点を相談する方法をとり ，｜剥係官庁との対応をして

いる。

いずれにしても企業単独ではなく ，地域が共同で対応する乙とが必要であろう。

以上容がi者の活発な質問ならびに窓見が提起され，しかも各議師より貴重な体験およびデ

ータlζ基づいたど指導を頂き本ノfネJレテ’イスカッ ションは盛会のうちに終了する乙とが出来

ましたω

（附東北般紙製作所勤労保安課長 高崎重道記）

鋳造工場の公害関係アンケート調査のま とめ

1. 序

産業公害は重大な社会問題であって，世をあげて注目すると乙ろであります。われわれ産業

人も澄んだ空，前七、川と美しい緑を望むのは当然であり，真剣lζ取り組ま・ねばならない問題で

ある。

今秋ほ！大会では，東北の鋳物業界における効果的な公害防止，な らびに環境対策の樹立に役

立つ乙とを目的としてアンケー卜調査を行なうととにした。

しかし，中小企業の多い鋳造工業にとって，公害問題は復雑多岐な各種の要因により解決策

もまた非常lζ困維であります。しかしながら其の業界発展のためには，単lζ公害のみならず企

業iζ働く人々の作業環境も含めて考えねばならない。

ζζ 1ζアンケート のまとめを報告し公害防止，環境改善のための参考としていただきたし、。

2. アンケートの内容

アンケー トの内容は次の通りである。

( 1) 大気，水質，騒音，振動，産業廃棄物について

(2¥ 特定施設の容lti，能力I(ついて

(3) 公害防止（処庖）設備の状況

(4l Vt: 1J•i1成分

(5) 基準値（凪及び県市町村又は公害防止協定）

(6) その他の問題点
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3. アンケート回収状況

調査依頼総数 81社

回答提出数 21社

回収率 25 96 

以上のような状態で非常に少なかった。特lζ鋳鉄関係、の会社の回答が少ない。

4 アンケー卜収録結果

1. 大気関係

1 -1. アーク炉

① 集じん装置

回答会社のアーク炉設置基数は21基で，すべてのアーク炉に乾式口過集じん機が設

置されている。内2社はアーク炉2基iζ対して集じん機1基を共用していると乙ろもあ

る。

集じん機能力は一般にメーカーが一定の基準で算定しているが，東北地方におけるア

ーク炉能力（溶解量）と集じん機プロワ一能力（排風畳）の関係を図ー li乙示す。

8 

［｜図ー 11)
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溶
解
量

100 却 300 400 抑制 700 側側

風量

Nnf/min 

② 処理後の排出成分

0 ばいじん

集じん機処理後の排出ガスについて，各社測定の結果は基準値0.49/Nnik対し大

幅に下廻って，平均値で0.015g /Nniとなっているo
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ばいじん浪度易／Nnf 2 4 6 8 10 〔図－ 2〕。～ 0.010 。
0.011～ 0.020 2 

0.021～ 0.030 5 

0.031以上 2 

乙れは集じん俺自体の捕集効率が各メーカー共に格差のない乙とを示すものと思われ

る。

0 窒素酸化物

窒素酸化物についての測定値は各社データが少なく， 2社6基の数値を表一lk示

す。

Tr容量KVA kg /Charge 窒素酸化物 PPM

2,400 5,000 a1 

4,850 10,300 10.1 

3,500 1,700 10.8 

2,400 5,200 92.1 

1,500 3,000 136.0 

2,400 5,300 175.0 

アーク炉における窒素酸化物測定の一例（F社）

1 -2 誘導炉

① 集じん装置

〔表－ 1〕

測定時期

電気炉操業の中間

誘導炉の設置について回答は， 15基〈含む保温炉〉で専用の集じん機（乾式）を設

置しているのは l基，他との共用が3基（湿式集じん機〉，排出フードを取り付けてい

るものが1基となっているo 全体の 1／令が一応の公害対策を行なっているロ

② 排出成分

0 ばいじん

データが 1つで0.006g/Nnfである。

従って誘導炉のばいじん対策は各社共iζ非常に消極的である。

1 -3. キュポラ

キュポラの設置についての回答は5基で専用築じん機取り付けは 1基で，シャワ一

式集じん機，炉頂シャワーそれぞれ1基である。各社共測定値なし。

1 -4 加熱炉，乾燥炉，ボイラー

① 設置状況は表一 2＇ζ示す。
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加熱炉型式による区分

．パッチ式｜台車式｜連続式｜ピット式

9 14 4 

加熱炉燃料による区分

A+  B 

I 1 I 1 I 1 I 23 I 2 

② 排出成分。硫黄酸化物
加熱炉などの場合K値規制及び燃料使用量，排ガス温度，その他各炉毎i乙異なるの

で画一的に対比する乙とが困難であるo そのため各社の実体を一覧表にまとめ参考に

したい。 〔表一 3〕

現状では各社とも基準値を上廻る浪度を排出する状態はない。但し，今後各自治体

が総量規制強化に伴って具体的な検討と対策が必要となるであろう。

0 ばいじん

ばいじんについては各社共規制値を下廻っている。 〔表一3〕で示す分布を〔凶一3〕

に概要を示す。平均値で0.1489/Nnfとなっている。

ばいじん浪度!J/NrrfI 2 4 6 8 。～ 0.10 7 
〔図－ 3〕

0.11～0.20 

0.21～0.30 

0.31～0.40 

0.40以上

0 窒素酸化物

窒素酸化物について測定例が少なく表－ 3備考欄を参照されたい。

2. 水質関係

鋳造工場の水質関係では湿式集じん機，各種装置冷却（コンプレッサー・各炉等）及び焼

入施設であり，他に厚生施設により排出する生活排水が代表的である。

2 -1 処理装置

各社共に焼入施設冷却水については処理装置を設置していないが，湿式集じん機の
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汚水処理lζは何らかの処理装置〈方法〉を採用している。

沈澱池 2社

処理設備 6社

薬品の使用 2社

不明 2社

尚，処理水の循環を行なっている事業所も数社ある。

処理方式は汚水を凝集枕降させる処理が代表的である。

又，二次的公害防止及び汚泥処理面から脱水，フィルタープレス等の採用をして

いる官業所もある。

2-2 排出水の成分

各社排出水の成分について， 12社から回答があるが，地域により測定対象成分が異

っているか，又は各社がチェックのために分析しているか明確でない。

各社の水質分析結果を〔表－ 4〕iζ示す。

3. 振動・騒音関係

鋳造工場における振動騒音発生源として代表的なものとして次のようなものがある。

① コンプレッサー

② ジョルト式モールデングマシン

③ シェークアウトマシン

④ プロアー，送風機

⑤その他

3 -1 振動騒音対策

コンプレッサー 独立建家内iζ格納し，サイレンサー取付けが主体である。

モールデンマシン 具体的な騒音対策なし

シェークアウトマシン

プロアー，送風機

3-2 騒音測定値

各社用途地域別になっているため，騒音レベルの比較が困難で，アンケートのデー

タ採取の統一化iとより別な僚会iζ考える必要がある。

4. 産業廃棄物関係

発生状況は〔表ー 5〕にまとめたが現状は各社とも自社有地で埋立処分を実施している。

又，発生量低減のため回収設置の設置も行なわれ，省資源化の考え方からすれば更に推進

すべきであるu

又．投棄局所の確保の面からみても，単に業界のみならず行政面iζも強力な働きかけが必

要であろう。一部の地域では県が用地を確保し，総合的な処理センターの建設等具体的な活

動も行なっている。
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〔表一 3〕

型 式

力日 熱 炉

パッチ式

,, 

4口3、 車

II 

ピッ ト式

A口.... 車

II 

連 続 式

パッチ式

II 

d口"' 車

II 

，， 

II 

II 

II 

燃
使用hlL/H

料 MAX

B 720 

II 540 

，， 100 

白灯油 160 

コークス事 300 ガ ス

B 57 

II 82 

II 85 

II 10 

II 196 

II 70 

II 140 

II 210 

II 420 

II 70 

A 90 

加熱炉等の硫黄酸化物及びばいじん排出状況

N九煙突
排ガス盤 ゅ× h He 硫Nni黄／酸H化物 K値 排出基準Nni 成、 考

1 900 0.5×20 一 一 一 一 一

1,634 0.5×22 一 一 一 一 一

1,210 0.3×13 14.2 1.41 8.76 1.77 0.08 

2,050 0.68×8.8 8.8 0. ,, 0.68 。
1,860 0.8 21. 0.341 14.6 6.43 一 ガス ni/H

669.7 0.5×15 15.22 0.85 8. 76 2.03 0.26 

1,636.6 0.575×13.9 14.07 1.23 II 1.73 0.37 

2,240 0.55×17.1 20.8 1.37 II 3.79 0.18 

一 0.3×15 一 ー 一 一 一

6,900 1.8×40 29.8 1.19 8.76 3.79 0.06 

540 0.28 8.76 3.79 一

1,100 0.38 II ，， 一

1,600 1.0×35 38.4 0.32 ‘II II 一

3 200 0.55 II II 一

540 0.09 II II 一

一 0.2×8 一 一 一 一



""" にD

ノイッチ式 B 

，， ，， 

述 あE 式 ，， 

パ＂ 'l チ氏 ，， 

辿 あ2 式 ，， 

パ y チ 式 ，， 

.i1! 続 式 II 

ッチ 式 ，， 

iロ.,., J!I 式 A+B 

II I¥ + B 

II B 

，， 〆，，

吃燥炉 ・ボイラー

」ロs、 ',Ll:気

ボイラ ー B 

ピッ 卜式
コークス炉
ガ「 ス

，， ，， 

．口b、 1ll B 

ボイラ ー B 

125 2 580 0.4×l l 

104 1,420 0.4×l 1 

I 1 4 1 8 20 0.58×12 

120 2 890 0.58×14 

l 7 0 2. 600 0.6×24 

1 68 2. 520 0.7×19 

160 1, 0 I 0 0.5×16 

360 2 566 0.7×25.3 

2. 950 0.4 6×12 

3 290 0.4 6×12 

230 3. 31 7 0.6×10 

240 9,200 0.8×20 

310 6,000 

5,631 0.6×20 

200 3,720 1.0×ー

176 I, 054 

JOO 1, 21 0 0.3×13 

30 300 1.5×32 

13.7 0.4 4 17.5 3.28 0.18 NOx 59.4 l'Pf¥l 

I 1.7 0.21 7 ，， 2.4 0.20 55.3 

14.5 0.92 ，， 3.68 0.20 58.0 

20. 0.7 65 II 7.0 0.15 87.2 

0.1 7 ，， 0.22 4 3.1 

0.83 ，， 0.23 63.3 

0.35 ，， 0.51 55.7 

0.33 ，， 1 I. 2 0.053 

14.86 1.22 8.76 1.9 3 0.15 I¥ 9696, B 4 96 

16.54 2.14 ，， 2.4 0.13 

0.02 1 7.5 3.79 0.12 

0.02 1 7.5 3.7 9 0.06 

'cu気 ICW

22.8 3.02 1 7.5 8.9 0.084 ボイ ラー

21.3 ガス ni'/1-1

14.20 1.4 1 1.7 7 8.76 0.08 

一 ボイラー
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〔表－ 4〕各社の水質分析値

成分 PH BOD 。。D ss 
基準 5.8～8.6 160 160 200 

A 6.8 1.0 一 2.6 

B 6.8 8.2 8.5 16. 。 7.68 1.72 2.7 5 43.9 

D 5.8～8.6 一 27.4 24.5 

E 6.63 9.19 15.1 52.5 

F 5.8～8.2 10. 10. 10. 

G 7.4 3.0 4.84 30 

H 7.2 1.3 一 3.5 

I 7.0 一 7.18 24 

J 6.8 22.5 一 43.2 

K 7.8 一 2.9 6 

L 7.6 一 2 10 

7.17 7.11 8.96 24.26 

PH…水素イオン浪度（水素指数）

BOD…生物化学的酸素要求量（単位11. につきミリグラム）

COD…化学的酸素要求晶 II 

s S…浮遊物質量 II 

M1…ノルマJレヘキサン抽出物質含有祉

（鉱油類合油鼠） II 

油 Cu Zn Fe Mn Or 

5 3 5 10 10 2 

一 一 一 一 一 一

3 一 一 一 一 一

0.01 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一

一 0.004 0.05 一 ー 一

一 0.04 一 0.4 0.05 一

一 一 一 一 一 一

3 0.01 0.55 0.20 0.15 一

0.001 一 一 一 一 一

一 一 一 0.2 0.3 一
1.4 0.018 0.3 0.13 0.3 一

動物植物油脂類含有量（単位11. iζっきミリグラム）

Cu …銅含有量 ，， 

Zn …亜鉛合有量 ，， 
j‘ 

Fe …溶解性鉄含有量 II 

Mn …溶解性マンガン含有量 II 

Cr …クロム含有量 II 



5.まとめ

鉛.i.11工場ω公主ILlJ＠という非常lζ大きなテーマlζ取り組み，鋳造工場における公害問題の援

しさを改ためて桁！ぶした。

しかしアンケー 卜を収録し，公lζ対する害は法を満足しているものの，企業間格差のあると

とも明俄であるο 乙の点について，鋳物を製造するものとして論議のあるとζろと思う。公害

防止法は原境保全という立場からj曽々強化される乙とであろう。

〔友一 5〕花業1従来物の発生状況と処理

j}l; j守！ー fo、 汚泥・他 自社用地埋立 処理業者依頼 回収装位

八 23 150 。 な し

B 2 l 0 。 な し

。 25 400 75 。
D 12 25 。
E 360 300 60 。
F 50 200 5 。
。 14 0 700 。 。
H 1,400 。 。
I 1 0 35 。 な し

J 46 245 。 。
K 30 200 。 な にノ

L 30 。 な し

M 67 485 。 。
N 2 30 。 な し

。 160 230 。 な し

p 140 3 00 15 。 。
Q 100 290 。
(lll.位宮）

例えば硫黄酸化物の総品規制の問題，又測定休制の問題，吏iζは鋳造工場そのものを一つの

ばいじん発生源とする考え方等も進められている今日，我々は公害対策Kより強力lζ対応しな

ければならないと思う。一方最近の労働衛生という立場からの行政指若手等も行なわれているが

立の怠味での指導も合わせて強力lζ働きかけなければならなし、。

以後lζアンケー トiζ協力下さいました関係企業花びlζ公害担当者各位iζ対し叫くお礼申し上

げます。

秋田大会事務局

pk
d
 



秋田大会工場見学記

｛附常磐製作所

取締役鋳造ギ業路長 山 崎泰正

昨夜来の南もあがらず，肌寒い雨の中午前8時40分議出会場であった，県労働福祉センター

前からパスで出発しました。 ユーモアあふれるガイド媛lζ秋田市内を集内されながら， l閥＊北機

械製作所新川工場lζ到着し，会社の概要について説明を受けた後，工場を見学した。同工場は

閥東北機械の鋳鋼部門で従業員280名で月産700t ．生産しており ，特lζ第二工騎は三義キ十タピ

ラ一の宮古品を製造しASN-7自動造型機，自動切断後，連続焼準炉，スーパータンプラス卜 ，

SHBコアノックタ イプハンガープラス ト，自動研削織等全て自動化されたラインは，すばらしい

もので近代的鋳鋼工場の有り方について参考になりましたω

続いて秋田ダクタイノレ鋳造側で約 1時間自由lζ見学しました。同工場は従業・員 79名 ，月産約

300 tで主力は，上下水道部品，産業機械部品等で3t低周波炉と涼状化処理装担，高速手I!!VJ造

型機を組合せ，スムーズlζ浴湯を配分作業をしており我々見学者も毎日の作業の技術上の問題点

を此の時とばかり時閣のたつのも忘れて真剣に見学しました。工場見学を終えて秋田港まで足を

延ばし， 11時30分手形の丘にそびえる円形の建物，秋悶大学鉱山学都附属鉱業博物館lと到若し

たω 博物館の額要について説明を受けた後，昼食をとり博物館を見学しました。此の博物館は昭

和 36年鉱山学部創立50周年記念事業として卒業生，在学生 鉱工業界その他の協力iζ依り 9月

30日鉱業熔物館として完成し，10月18日第16回国民体育大会のため御来県の天皇，阜后両陛下

の行幸啓を仰ぎ開館，その後一般に公開したものであり，常時陳列品3000余点で鉱石ばかりで

なく，人造宝石，昔の鉱山の探招法， ti'i錬法が一回でわかるようになっており，現在の採掘法も

一部有り，鉱業界歴史の著しい進歩を見せつけられました。とても大学の附属施設とは恩われな

い立派な博物館でした。また，博物館の前で東北三大祭りの竿灯を見学予定でしたが，l有があが

ったものの，風が強く 中止になったのは誠i乙残念でした。

一行は12時30分博物館を後に秋田駅lζて解散しました。一日中降ったり附れたり，またいつ

の聞にか雨という北国特有の冷やかな天候であったが，見学工場，大学の関係各位のゆき届いた

お世話のお蔭で有意義な工場見学をさせていただきました。心からお礼申し上げる次第ですυ

側東北機械製作所 -52ー 秋田ダクタイル鋳造附



日本鋳物協会東北支部

12 5年のあゆみイ／

11/l拘I36. 9. 3 0. Rill；／；，山形両市での全国大会を機会lζ東北支部が発足，初代支部長lζ浜住必二

郎先生が枕任したυ 次いで， 昭和 29年五十嵐~先生，昭和 33年，大日方一司先生が引き継がれ

た。乙U)II¥].tli物協会削立25悶年記念・Ji'.業があり浜住先生は本協会会長として.ill:l'Iを但われた。

37. 4. 

3 7. 8. 8. 

38. 2. 22. 

38. 9. 

～6 

38. 9. 20. 

～21 

3 8. 1 1. 8 

～9 

39. 3. 25 

39. 8. 21 

～22 

39. 9. 13 

～l 5 

3 9. 11. 2 0 

～22 

4 0. 4. 

40. 5. 8 

～9 

4 0. 7. I 0 

4 0. 8. 20 

4 0. 9. 10 

4 0. 9. J 3 

～l 7 

4 0. I 0. 22 

xMS1乏lζ京北大学教授大平五郎氏が就任

ζ れより実質的な支郎活動開始

第 lI日l文路大会（於仙台市＊北大金研）

多加者100名．吉岡副会長，浜住，村上， 大日方先生の列席を得

鋳鋼技術諮問会（於秋悶大学鉱業I守物館）

バi北鉄鋼協議会との共催，よ持主ii数4，安会者約 100名

チェコス ロパキヤ凶ブラハでの釘 30 回国際鋳物会議iζ大平支郎j乙丸山理 •JJが

出席し，丸山PJ!,:Ji'.が講演したこ。

第 1回金属関係学協会東北支邸迎合研究発表会（於東北大学）

当協会講演数6

第2回支邸大会（於福島市沼品綜合邸業il/1惨u所）
是主会者150名，造型関係の講演が多し

支部会報Nu1発行さる。

第3回支$大会 （於釜石市，；＿；；士製鉄釜石製鉄所）

委主会者10 0名，精子官iti造．近代化，ロールの講演

節2回金属関係学協会東北支郎述合研究発表会（於東北大学）

当協会関係諸部数5

フランス鈴物工業技術センタ －Georges BI anc博士夫安来fill

ムj.[北大工学認lζて講演，市長列席の歓迎会

丸山会.n列！’J下広島大学へ御栄転
I!（~和 40 年度必j切全凶大会において，大平支部長が功労11および小林n：，金子

J1ll ・Fが技術11を｛受与・8れた。

支$会報Nu2発行さる。

この号はイ予JVJ大会iζWiえ，j行刷

フランス鋳物 E業技－術センタ－i¥hnc.Plenard米(JIJ

第31凶金属l泊係学協会ょ＋［北支：$述合研究発表会（於＊北大学）

~協会.，'lii'iii.数 3

ポーラツ ド国ワルシャワでの第32回国際鋳物会議｛ζJI二川砲事が出席し品部し

t. 4：。

昭和40年度秋JU］大会を仙台1ITW:北大lζて開催
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～25 

41. 5. 7 

～8 

41. 5. 21 

～22 

41. 9. 9 

～10 

41. 11. 11 

～12 

42. 3. 20 

42. 4. 26 

～28 

42. 5. 13 

～14 

42. 9. 15 

42. 10. 

～7 

42. 1 o. 27 
～28 

43. 3. 20 

43. 5. 11 

～12 

43. 10. 6 

～10 

43. 10. 14 

～15 

43. 11. 15 

43. 12. 2 

～3 

参会者約500名帽鋳物工場の管理．に関する講習会，学術講演会（発

表数111篇），工場見学，その他

昭和41年度春期全国大会において，五百川理事が功労賞を授与された。

ドイツ鋳物協会理事Dr.Schneider夫妻来仙

第4回金属関係学協会東北支部連合研究発表会〈於東北大学）

当支部担当，当協会講演数9

第4回支部大会（於八戸市民会館）

参会者約60名，方案，砂処理，ダクタイル鋳鉄の講演

支部会報No.3発行さる。

’東北鋳鉄関係工場特集” 青森3，岩手12，秋田 19，山形 17，宮城15,

福島17，計83工場の紹介

ベルギ一国ゲント大学教授A.Desy博士来仙

講演”Oxygen,Oxides, Superheat i ng and Graphite Nuc I eat ion 

in Oas t Iron’ 

昭和42年度春期全国大会において，大平支部長が飯高賞，天口理事が技術貨

を授与された。

第5回金属関係学協会東北支部連合研究発表会〈於東北大学）

当協会講演数8

フランス国パリでの第34回国際鋳物会議IC太平支部長 千田理事が出席しアこ。

第5回支部大会（於山形市山形工業試験場〉

参会者約100名，鋳鉄と鋳鋼両部会のパネルディスカッション開催

支部会報Na4発行さる。

昭和43年度春期全国大会において，井川理事が小林貨を授与された。

第35回国際鋳物会議，京都にて開催さる。

当支部関係として，大平支部長，井川，千田両理事，鳥取氏等の論文が

提出された。支部会員が多数出席。

国際鋳物会議旅行団40名来る。工場，大学を見学。

第6回金属関係学協会東北支部連合研究発表会（於東北大学）

当協会講演数4

第 6回支部大会〈於いわき市ハワイアンセンター）

参会者約100名，方案，最新鋳造技術，材質の講演
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4 4. 3. 30. 

4 4. 4. 

4 4. 5. 16 

～17 

4 4. 1 0. I 2 

～ 1 3 

'15. 3. 25 

4 5. 5. 14 

～ 15 

4 5. 6. 1 7 

～I 8 

4 5. 9. 21 

4 5. 9. 20 

～25 

4 5. I I. 

～2 

46 2. 23 

4 6. 3. 25 

4 6. 4. 24 

4 6. 4. 24 

4 6. 4. 26 

～28 

4 6. 5. 19 

～20 

4 6. 5. 28 

4 6. 7. 7 

～8 

4 6. 9. 13 

4 6. 9. 20 

4 6. I 0. 2 5 

～27 

支部会報No5発行さる。

;1-1：川総必J:11・Ji:，室l刷工業大学へ御栄転。

l凶fO4 6年度;(j:JUJ大会において，音谷教綬，丸山元理事，佐藤氏が論文1.'1・を授

与2-れた。

第 7回支部大会 （於水沢市駒形神社）

窓会者約200名，欠陥，特殊鋳型，省力化，ダクタイ Jレ主主鉄の講演

文郎会報No6発行さる。

昭和45年度δJ!IJ大会において，部理・μが技術1.'1・，井川辺目μが功労貨を侵与さ

れた。

インドiii物研究所長K.B.Mehta氏来仙，工場，大学を見学。

部 7 凪金属関係学協会東北支古~iili合シンポジウム（於東北大学）

主題は ”材料の強度”井川前理事が講演

イギリス国プライトンでの第37回国際鋳物会議に音谷教授，大平支部長，村

LO理事，佐藤氏が出席し，佐藤氏が部主4した。

第8回支1$大会（於秋田市秋田大学）

参会者150名，外国の鋳造技術との比較が主なテーマ

鋳鉄部会発足第l回準備蚕口会

支部会報No7発行さる。

昭和46年度Jill・JI会で，鋳鉄郎会発足が永認された。 ( 34会社，公共織闘で

発足）

鋳鉄部会発足第2回準備委口会

ベルギ一同ゲン ト大学教授A.Desy博士来仙。

講演 ”Cu-Nb鋼の組成と圧延条件”

昭和46年度呑j回全同大会において，大平支館長，渡辺幹事が小林n，また千
rn J:11 ・J下が技術：n:を佼与された。
鋳鉄部会第l回鋳造技術講習会（於宮城県工業技術センタ ー）

宮工技センターの共催， 宮城県技能検定協会，宮減県鋳物工業懇話会の

後援

鋳鉄郎会第l回技術委員会，見学会

於新日鉄釜石製鉄所 窓会者35名

第8回金属関係学協会東北支部連合シンポジウム （於京北大学）

主題は ”金！詞学における表l釘，界而の研究織器”

iii欽部会は第 l回宮城県鋳造コンクールを後援

文印刷立20周年記念大会 （於仙台市東北大 ）

芸主会者 150名， J己念式典，記念講演会など挙行
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49. 7. 13 

鋳鉄部会第2回技術委員会，見学会

於日本高周波鋼業八戸工場，参会者31名

鋳鉄部会第3田技術委員会，見学会

於目立工機原町工場，参会者40名

支部会報創立20周年記念特集恥8発行さるo

イスラエル工科大学I.Minkoff教授来仙。

講演鴫Fe-0とNi-0合金における黒鉛発生と形態聞

東北鋳造技術コンクールを開催

課題作品プーリー（鋳鉄） 19社が出品

鋳鉄部会第4回技術委員会，見学会

於鶴岡農協ホール，参会者29名

鋳鉄部会第2回鋳造技術講習会（於水沢鋳物会館）

水沢鋳物工業協同組合との共催，彦会者53名

鋳鉄部会第5回技術委員会，見学会

於秋田工試，窓会者35名

第10回支部大会（於山形市ホテル・オーヌマ〉

参会者約140名，低周波炉熔解，鋳型，レイアウトの講演

第9回金属関係学協会東北支部連合シンポジウム（於東北大学）

主題は帽界面，表面についての最近のトピックスー

鋳鉄部会第6回技術委員会，見学会

於石巻製作所，参会者40名

支部会報No.9発行さる。

鋳鉄部会第7回技術委員会，見学会

於水沢鋳物会館，参会者37名

鋳鉄部会第3回鋳造技術講習会〈於山形工試〉

山形工試との共催，窓会者44名

第11回支部大会（於八戸市シルパーランド）

参会者約100名，鋳造方案，造型法の講演

第10回金属関係学協会東北支部連合シンポジウム（於東北大学〉

主題は明金属学における反応速度について’

鋳鉄部会第8回技術委員会，見学会

於常盤炭鉱保養所，参会者39名

支部会報No.10発行さる。

鋳鉄部会第9回技術委員会，見学会

於山形県勤労者福祉センター，参会者36名

鋳鉄部会第4回鋳造技術講習会〈於福島工試）
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福島工試との共催．参会者約50名

第 86回全国大会を盛岡（主会場は岩手県民会館）にて行なう。

参会者約700名，工場見学は7斑K別れて行なわれた。

第 ll回金属関係学協会東北支部迎合シンポジウム（於東北大学）

主題は代金属中の微量不純物”

~』鉄部会第 lO回技術委員会，見学会

於東北大学工学部，参会者35名

支部会報Nu1 lが発行さる。

理事会で支郎規則を一部改訂した。 （評議員制の新設）

昭和50年度全国大会において，柴田理事が技術日を授与された。

鋳鉄郎会第 11田技術委員会，見学会

於岩手工試，参会者33名

鋳鉄部会第5回鋳造技術講習会（於秋田工試）

秋田工試との共催，委主会者約 60名

第 12回金属関係学協会東北支部述合シンポジウム（於東北大学）

主題は ”環境と品，11造物”

第 12回支部大会（於福島県民業共済会館）

参会者約 140名，品質管理，作業標準，PMの講演

鋳鉄都会第 12回技術委員会，見学会

於福島市みちのく荘， 星雲会者35名

支郎会報Nu12号発行さる。

理事会で，評議員制の初実施が報告された。

昭和51年度全凶大会において，菊池理事が功労立を，大平支部長，大出幹事

が小林日をそれぞれ俊立された。

鋳鉄部会第13田技術委員会，見学会

於山形工試，多会者40名

鋳鉄部会第6回鋳造技術講習会（於青森機試）

青森機試との共催，参会者約60名

支部創立 25周年記念大会（於秋田県労働福祉センター）

参会者約 140名，記念式典，講演会などを挙行

第13回金属関係学協会来北支部述合シンポジウム（東北大学）

主題は”m合材料の現状と将来”
i/J鉄部会第 14田技術委員会

於東北大学工学部， 参会者28名

支部会報Nu13発行さる。
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｜ 鋳鉄部会
第 13回技術委員会議事録

技術委員会，見学会（山形工試）

見学会〈名和鋳造，山正鋳造，鈴木鋳物）

昭和51年 6月 25日〈金） 13: 30～11:00 

6月 26日（土〉

時日

9:00～12:00 

渡辺幹事外1(東北大学）

（秋田大学）

（山形電鋼）

（本u1S/S)

（青森機試）

美

田

佐
，..『
子

武

藤

新

千田主査〈新日鉄〉

新 村〈福島工試〉

道 山依田ダクタイル〉

高 橋〈福島S/S)

西塔外 1（名和鋳造〉

山形県立山形工業試験場

大平部会長（東北大学〉

鈴 木〈国峯鉱化〉

及川胸〈及精鋳造〉

佐 藤（岩手鋳機〉

森外 1 （日本高周波〉

場

出席者

所

田

（及源、鋳造）

（東海工業）

（黒須商店）

（大泉工業）

山

原

部

滝

{ttJ及川・外 l

福

阿

大

手〈岩手大学）

沢（東邦工業）

藤〈常盤＆／S)

本〈北日本サンド〉

宮

吉

側近

榎

木〈原田鋳造〉

負沢（岩手工試〉

坂本外4 （山形工試〉

刊杉 本〈福島製鋼）

鈴

(f匂勝

各委員

（庄司鋳造）

5名

40名（24社， 7公機，計31) 

35名

司庄辺（渡辺党鑑〉

辺〈渡辺利隆〉

合計

渡

渡

川（マルイ鋳造

見（榎森商店〉

谷長

逸 オブザーパー

告事項

入退会員紹介の件

入会：国峯鉱化工業側研究所（山形県大江町）

側黒須商店山形支店 （山形市）

岩手大学工学部 〈盛岡市）

退会：東北鋳造側 （仙台市）

委員交替紹介の件

日本高周波鋼業側：今野委員の代わりに森委員が就任

精鋳造側：倒及川（側委員の代わりに及川側委員が就任

昭和50年度収支決算の報告（資料Nn13 -1) 

第6回鋳造技術講習会開催の件〈資料Nn13 -2 -1) 

新山委員より 7月26日（月） 10: 00～16:oo八戸合同庁舎で開催するむねの報告が

あった。 （講師：太平部会長，川原委員，進藤保宏氏）

第 1回福島県鋳造技術講習会開催の件〈資料Nn13 -2 -2) 

新村委員より 7月 10日（土） 13: 00～11:00福島工試で東北支部後援により開催する

鈴木啓三氏

阿部宣昭氏

宮手敏男氏

栄氏高橋

員

員

員

員

委

委

委

委

報

1

事

L

1. 2 

1. 

議
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2. 

3. 

むねの報告があった。 （講師：太平支部長，田村啓治氏）

前回議事録の承認（資料NCl13-3)
鈴木委員（原田鋳造）

鋳造設備の実態調査（資料NCl13・ -4) 

部会員会社V)8社について造型機，混線除，パラシ工程の現状と問題点を調査した。造型

険は仕犠，鋳造硬度，造型速度などについて混練機は仕様，故障と改良点について，パラシ

工程はその工程と方法について詳しく調べた。
坂本委員〈山形工試）

4. 

5. 

6. 

鋳物工場・の柴原装置について（資料NCll3-5)

一一キュポラより発生する媒鹿対策一一
の使用状況

山形市西部鋳物工業団地におけるキュポラの除盛装置（湿式NCコレクター）

について慨略付べ・使用上の問題点を．指摘して再検討を加えた。媒鹿濃度が02-0.4仰 d

の範囲の目標値であれば，諸条件を考慮した上で湿式NCコレクターで十分である乙とを示

した。

AVS -4Hラインでの喰い違い原因について〈資料NCl13 -6) 
渡辺委員 O杉本保男（福島製鋼）

自動車部品製造用AVS-4Nラインの慢性化した喰い違い不良の原因調査を行ない，その

対策を講じたo 上型ダレの大きさ，変化量と供給砂の山の高さ，つまり方との関係を詳細に

調べた結果，砂の充てん密度を上げる乙とにより喰い違い不良を迎える乙とができた。

金型の被援鋳造法との性質について（資料NCl13-7)
坂本委員 O荒井清志（山形工試）

従来，鋼材などの機械加工で製作していた金型を普通鋳鉄材による鋳造法で製作し，金型

表面をMo,Cr,N i粉末で被覆して使用する条件を確立した強固な合金被極屈の組織，酎摩

耗性，耐熱性などを調べた。

7. 現場における鋳造技術の質問事項（資料No13 -8) 
その原因に

8. 

大泉工業からC,D型単物Vプーリーのガス吹かれについて話題が提供され，

ついて討論した。

次回予定

昭和52年2月中旬 於東北大学

議題：ダクタイル鋳鉄の圧添法

鋳造設備またはダクタイル鋳鉄について

その他
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L 鋳鉄部会
第 14回技術委員会議事録

日時 昭和52年2月21臼（月） 13:30～11:00 

場所 東北大学工学部金属系三学科金属記念館

出席者 大平部会長 （東北大学〉 千 田主査 （新日 鉄） 渡辺幹~Mト2 （東北大学）

新 山 （背森殿械） 附高 橋（石芝きら〆$） 掘 江（岩手工技）

羽 賀 （羽賀鋳工〉 佐 藤（岩手鋳機〉 青島外 2（宮城工技）

加 藤（加藤鉄工〉 間三 持I（福島製鋼〉 須 田外 l（須田鉄工）

新材外 1（徳島工試） 刊荒 井（荒井鉄工〉 刊鈴 木 （エンぺワール〉

字佐 美（秋田大学） 道 山（秋田ダクタイJレ） 大 花（大泉工業）

沢 口 （宮城鋳造） 坂 本 （山形工試） 藤 ‘・ 回 （本山 ら~）

各委員

合計 ・27名（13社，7公機，計20)

議事

1. 報 告 事 項

l. 1 入退会員紹介の件

入会 ：北日本サンド販売閥 山形市 委員榎森勾i郎氏

閥加藤鉄工所 山形市 委員 加藤惣次郎氏

大泉工業附 上山市 委員 大滝光氏

退会 ：水上製作所 塩釜市 委員 水上徳司氏

1. 2 委員交替紹介の件

山形電鋼 閥： ；祐川委員の代わりに武田委員が就任

宮城工技センター ：日野委員の代わりに青島委員が就任

1. 3 大平部会長が， ζのたび国際鋳物技術委員会の執行委員に就任された ζ とが，干回主

査より紹介された。

2. 前回議事録の承認（資料Nnl4-l)

3. ダクタ イノレ鋳鉄の圧添法

事例 l（資料Nnl4-2) 渡辺委員 O三神 誠（福島製鋼）

APV （自動加圧容器〉システムの導入を計画して試用を行なったが，次のような理由IC

よる価格上昇のため，APVの最大メリ ッ卜であるMg処理由用の低減が果せず，同システ

ムを保用していなし、。

(1) 炉中温度（出場温度〉上昇を要する乙とによる包力白， 炉材質の増大。

(2) 引け傾向増大による鋳造歩留悪化。

(3) 工数噌大。
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4. 

5. 

事例2 （資料No.14-3) 道山委員（秋田ダクタイル〉

一貫した省力化，経費節減のためAPVシステム導入の経過を具体的に報告された。球化

剤費用の比較，加圧力や設備配置，けい索量等の検討，注湯取鍋の改良，安全操業対策につ

いて詳しい説明があった。

ハンタ一造型機によるダクタイル鋳物の生産状況報告（資料14-4) 

森 委員〈日本高周渡〉

都合iとより欠席のため 次回広報告の予定。

無機自硬性鋳型砂の生砂型iζ与える影響（資料No.14-5) 

青島委員 O菅野昭〈宮城工技）

宮城県内の鋳物工場で使用されてい手水ガラス系無機自硬鋳型砂としてCO2型砂をとりあ

げて，生型砂との混合によって生ずる型砂の性質劣化，鋳造欠陥の発生，廃砂に伴うアルカ

リ溶出等について言及した。廃砂の有効利用という観点から，生砂型中への異種型砂の混入

率の確認の重要性を指摘した。

6. 球状黒鉛鋳鉄の衝撃特性に及ぼすマンガン量と冷却速度の影響（資料14-6) 

7. 

大平部会長 O大出 卓〈東北大学〉

鋳型を変えてマンガンを l96まで含有した球状黒鉛鋳鉄の無溝， V溝シャルピー衝撃試験

を行ない，衝撃破壊挙動を考察した。パーライト量〈フェライト量〉，講の有無tζ応じて破

壊過程が異なる乙とを確認した。

次年度事業計画の審議（資料No.14 -7 , No. 46 -1 -5 ) 

(1）研究テーマ

過去の選定テーマを考慮して，鋳物工場における職業病，ダクタイル鋳鉄の金型鋳造化，

有機自硬性鋳型 新しい鋳造技術等々について意見を交換し，従来の大分類的テーマから

中分類的テーマを選択する方向へすすむ乙とを確認したo なお，ダクタイル鋳鉄は継続テ

ーマとするととにした。

(2) 

(3) 

(4) 

技術委員会．見学会

第 15回 ~2 年 6 月 16 日附， 17 日制於水沢市 東北支部創立25周年記念事業の一環
として，北海道支部鋳鉄部会との合同部会を開催の予定。詳細は地元委員に一任。

第 16回 53年2月中旬，於秋田県を予定。

第 1回鋳造技術夏期講座

明現場人のための鋳造技術講習会・を発展させた形式で開催予定。

東北大学。異論なく，準備を始める方向で意見が一致した。

JマネJレディスカッション

東北支部山形大会昭和52年秋，於山形市

テーマは山形大会実行委員会広一任する。

7～8月2,3日間，於

8. 次回予定

昭和52年6月16日附， 17日幽 於水沢市
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議題 ：ハンタ一造型機によるダクタイル鋳物の生産状況報告 （資料ぬ 14-4) 

森委員（臼本高周波）

水沢鋳物の現況 （仮題）

その他

工場見学 ：水沢地区

地元委員

L 鋳鉄部会 I 

第 13回技術委員会見学記一一一」

日本高周波鋼業側八戸工助 … 

技術謀長 森 俊一郎

6月26日，小雨，昨夜の懇親会のあと，夜の山形市の皆織とも親睦をはかったので，少し顕

カ1し、TL：し、。

9時30分， 「あこや会館Jを出発し，原因鋳造所殿の御好意による社員パスlζて，西郎工業

団地へ向う。行程，約20分間。

車中から見る山形市は，郊外へどんどん発展している過程にあるらしく ，活気ある工場鮮やが「

らしい ヒワレと山村嵐長が，うまく調和している。

l. 名和鋳造所

暖房用ラ ジエータ l
t 7 tlJ 

7 ンホーJレ茶 I 

油圧用都品 3 ;!;~J 

鋳造設備 自動造型機 BMMOT-6ーIライン，マンホーJレ蓋専用，造型機Fl～F D4 

生産品種内容

12台

溶解設備 3Tキュポラ 2基

生産能力 400T／回

山形県では最も早く ，岩手製鉄のダクタ イJレ用銑を使用してキュポラダクタ イルをつくったと

のζ と。工場配世はコ字型で中央にたっぷりと空地があるのは，将来の発展を考えての レイ アウ

トか，工場内は終然としていて，ゆったりと スペースがある。特にラ ジエータは，自家成品と し

てのもうけ頭らしく ，中子造型，型セット，注湯法等実l乙作業性よく，史lζ，山砂を使用して美

しい鋳肌の品物がつくられていたのには，感心させられたυ

2. 鈴木鋳物製作所

※ 東北支部幹事，同鋳鉄部会委員
円
ノ
“

p
h
u
 



生産品種内容 ダクタイル異型管 8割

油圧用部品 2 言許j

鋳造設備 自動造型機TC一70.1ライン

自便性ライン 1式

FD 4 2台

溶解設備 3T Jレツポ型低周波炉 1基

2T詩型低周波炉 1基

異型管製造にジェットセメントを計画したがうまくいかず，浅井油機の自硬性砂lとて試運転中

との乙と。砂付を少くするための種々の金枠と中子芯金が沢山あり，異型管専用工場の感をうけ

f:.o 

3. 山正鋳造株式会社

生産品種内容 美術工芸鋳物

鋳造設備 パレットコンベアライン 1式

溶解設備 1. STキュポラ

鋳物工場の通常概念から外れ，美しく，明るい美術工芸品専門工場である。薄肉で椅麗な紋様

の肌の鉄瓶，茶釜，鋤焼鍋等が山砂を使用してうまくつくられている。注湯方法や中子方案，ct

独特の技術があると推察される。鋳鉄へのうるしの焼付等，職人芸と量産工場がうまく噛み合っ

ていて，見学して楽しい工場であった。

西部工業団地には，沢山の鋳物工場があり，個有の技術で，各工場の特長を生かした成品がつ

くられている。ととにみせてもらった三工場共，三様の持味があって．鋳物工場の生き方の 1方

向をみせられた思いであるu

かかる有意義な見学会を催された各工場関係者諸氏と山形県鋳造研究会の皆様に心から感謝す

る。

12時，山形駅前にて解散。

丁度，サクランポのおいしい季節であった。

昭和 51年度理事会議事録

日時 昭和51年6月19日（土） 13: 30～16: 00 

場所 東北大学工学部金属系三学科金属記念館

出席者 太平支部長，千田，小宅，宇佐美，坂本，天口，新村，藤田．渡辺，各理事

以上 9名
議事

1. 前回議事録の承認、（資料No.51-1)
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2. 昭和50年度事業報告（資料No.51-2)

支部福島大会などを含む7件の事業報告があり承認された。

3. 昭和50年度決算報告（資料No.51-3)

会報刊行決算を含め報告があり承認された。

4. 昭和51,52年度評議員理事選挙結果報告と役員選出（資料No.51 -4 , 51 -5 , 51 -6) 

選挙による評議員32名，理事13名と推1ft評議員19名，推tilt理’J:i:7名，合a-i-.w議B51名

理!JJ20名，ならびに幹事13名が決定された。

また，大平支部長，中村監事が再任された。

5. 昭和51年度事業計画（資料51-7) 

5. 1 支部会報について

前年度第 12号のような編集方針でよい乙とが位認され，創立25周年ぷ念特民として

刊行することにした。

5. 2 鋳鉄部会について

技術委員会，見学会2回（山形，仙台） ，鋳造技術講習会 l回 （八戸）の活動予定が

報告された。

5. 3 福島県鋳造技術講習会について

新村理事より ，概要説明と協賛依頼があり了承した。

5. 4 支部秋田大会について

小宅，字佐美両理事より ，10月下旬に支部創立25周年記念大会と して開催を検討し

ている旨の説明があり ，了承した。

5. 5 金属関係学協会東北支部連合シンポジウムについて

テーマが未定であるが，12月頃の開催に例年通り多加することにした。

6. 昭利51年度収支予算審議（資料No.51-3)

別紙の通り提案され，承認された。

7. 昭和52年度支部大会開催地の件（資料51-8) 

山形県で開催する乙とが決定された。

8. 昭和50年度新入会員状況報告の件（賢料No.51-9) 

正会員は 22名入会，5名退会し，維持会員は3社退会した。

従って現在では正会員194名，維持会員29社， 合計223会員となる。

-64 -



昭和 51年度事業報告

1. 昭和 51年 6月 19日〈土〉

本年度理事会が東北大学工学部金属系三学科において開催され，太平支部長外8名の理事が

参集して，昭和50年度・J五業報告，周年度決算報告，昭和51年度事業計画および周年度予算審

議などが行なわれたu また，新しく評議員制が敷かれ， 51,52年度の新役員が決定された。

2. 昭和 51年 6月 25日〈金）～26日（土）

鉛鉄部会第 13同技術委員会，見学会が山形県立山形工業試験場で開催され，太平部会長外

39名の委員らが参加した。見学は名和鋳造，山正鋳造，鈴木鋳物iζて行なわれた。

3. 昭和 51年 7月 26日（月〉
鋳鉄部会は青森県機械金属試験所との共催で，第6回鋳造技術講習会一現場人のためのーを

八戸合同庁舎で開催した。大平部会長（東北大〉，川原委員（岩手製鉄〉，進藤氏（日本高周

波〉らが講師となり 主としてダクタイル鋳鉄iζ関する講義が行なわれたo参会者は約60名

で盛況であった。

4. 昭和 51年 7月 10日（土）
第1回福島県鋳造技術講習会が東北支部句協賛iとより，福島県福島工業試験場で開催され，約60名

の県内関係者が参加した。講師は大平支部長〈東北大），田村氏（太平鋳機）で，演題は凝固

の問題，鋳物砂の回収再生であったu

5. 昭和 51年 10月 24日（日）～ 25日（月）

本年度は支部創立25周年に当るので，恒例の総会を終了した後，その記念式典が行なわれ

たo 会場は秋田市の中心街にある秋田県労働福祉センターがあてられた。式典においては来賓

の祝辞を頂いた後一大平支部長より長年の支部に対する御貢献を讃えて，宮原順一郎氏，千代

義教氏吋謝状と；己念品を，佐藤幹寿氏と藤田昭夫氏ぽ彰状と記念品をそれぞれ贈呈したo

引続いて， 4時間半に亘る技術講演会が行なわれたo題目および講師は次の通りである。

・鋳鉄の破壊
室l期工業大学 井川克也氏

低周波誘導炉に関する最近の新しい技術

広島大学工学部 丸山益輝氏

鋳造工場の管理

附三和鋳造所 牛山五介氏

例年であると，乙乙で鋳鉄部会と鋳鋼部会iと別れてパネルディスカッションが行なわれるの

であるが，本年度も昨年度に引続き両部会が合同で，次のテーマで討論が進められた。

-65 -



鋳造工場の公害について

乙れらの諸行事終了後， 午後6時より閉会館において懇親会を行ない， 創立25 /.',1年を祝っ

Tこ。

大会第2自には閥東北機械製作所新川工場， 秋田ダクタイル鋳造附， 秋田港， 秋田大学鉱山

学館F付属鉱業博物館などの見学会が行なわれ， 約140名の参加者をみた。

6. 昭和51年1 2月6日（月）

第13回金属関係学協会東北シンポジウムが東北大学工学郎金属系三学科で開催され， ”絞

合材料の現状と将来
”

という主題iζて講演ならびに討論が行なわれた。

7. 昭和52 年 2月21日（月）

鋳鉄部会第14回技術委員会が東北大学工学部金属系三学科で開催され， 大平部会長外27名

の委員が参加した。

8. 昭和52 年 3月31日（木）

創立25周年記念特集会報第13号が刊行された。
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